
(様式第 10)  

                                 海 大 第 ９ ５ ２ 号 

平成３０年１０月２３日 

  厚生労働大臣        殿 

     北海道大学総長 名 和 豊 春   (印) 

 

北海道大学病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、平成 29 年度の業務に関して報告しま

す。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒060-0808 札幌市北区北8条西5丁目 

 氏   名 国立大学法人北海道大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

  国立大学法人北海道大学 北海道大学病院 

 

3 所在の場所 

〒060－8648 

    札幌市北区北14条西5丁目                            

                                  電話( 011 ) 716 － 1161 

 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

○1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 ○有  ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1呼吸器内科         ○2 消化器内科           ○3 循環器内科          4腎臓内科       

 ○5 神経内科          ○6 血液内科              7内分泌内科           8代謝内科       

  9感染症内科         10アレルギー疾患内科またはアレルギー科        11リウマチ科 

 診療実績 

呼吸器内科、感染症内科、腎臓内科、内分泌内科、リウマチ科及び代謝内科は内科、アレルギ

ーは耳鼻咽喉科が当該医療の提供を行っている。 

 

(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。 

 2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。 



(2)外科 

外科 ○有  ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  ○1 呼吸器外科           ○2 消化器外科          ○3 乳腺外科           4心臓外科      

   5血管外科               6心臓血管外科          7内分泌外科         ○8 小児外科 

 診療実績 

  心臓外科、血管外科及び心臓血管外科は循環器外科、内分泌外科は乳腺外科が当該医療の提

供を行っている。 

 

(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。 

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 ○1 精神科  ○2 小児科  ○3 整形外科  ○4 脳神経外科  ○5 皮膚科  ○6 泌尿器科  

7産婦人科  ○8 産科    ○9 婦人科  ○10 眼科  ○11 耳鼻咽喉科  ○12 放射線科   

○13 放射線診断科  ○14 放射線治療科  ○15 麻酔科  ○16 救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 ○有・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  ○1 小児歯科   ○2 矯正歯科  ○3 口腔外科 

 歯科の診療体制 

 

 

 

(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。 

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  1 腫瘍内科 2 循環器外科 3 形成外科 4 リハビリテーション科   5 病理診断科  6    

  7          8            9         10       11          12           13         

14     15           16        17         18          19           20          

21 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

70床 0床 0床 0床 874床 944床 

 

 

 

 



 

6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師        246人 387人  516.1人  看 護 補 助 者          129人 診療エックス線

技師 

    0人 

 歯 科 医 師         100人 126人  155.1人  理 学 療 法 士           16人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

   80人 

 薬 剤 師         64人   0人     64人  作 業 療 法 士             9人 衛生検査技

師 

    0人 

 保 健 師          0人   0人      0人  視 能 訓 練 士            10人 そ の 他          0人 

 助 産 師          19人   0人     19人  義 肢 装 具 士             0人 あん摩マッサージ指圧師     0人 

 看 護 師         856人  27人    883人  臨 床 工 学 士  19人 医療社会事業従

事者 

   22人 

 准 看 護 師          0人   0人      0人  栄  養  士            0人 その他の技術員           10人 

 歯科衛生士     12人   0人     12人  歯 科 技 工 士           5人 事 務 職 員          308人 

 管理栄養士      7人   0人      7人  診療放射線技師     55人 その他の職員          142人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                        

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 69 人 眼 科 専 門 医 22人  

外 科 専 門 医 64 人 耳鼻咽喉科専門医 14人 

精 神 科 専 門 医 18 人 放射線科専門医 37人 

小 児 科 専 門 医 40 人 脳神経外科専門医 18人 

皮 膚 科 専 門 医 12 人 整形外科専門医 39人 

泌尿器科専門医 18 人 麻 酔 科 専 門 医 27人 

産婦人科専門医 21 人 救 急 科 専 門 医 19人 

  合 計 418人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（ 寳金清博 ） 任命年月日 平成 25 年 4 月 1 日 

「リスクマネジメント委員会委員」 

 ＭＥ機器管理センター長    平成 22 年 4 月 1 日～ 

 医療安全管理部長（副病院長） 平成 22 年 9 月 1 日～ 

 病院長            平成 25 年 4 月 1 日～現在に至る 

 

  



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数  

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数       745.7人             14.2人            759.9人 

 １日当たり平均外来患者数             2,342.1人             688.6人           3,030.7人 

 １日当たり平均調剤数                                                            1,227.9 剤 

必要医師数 211.0人  

必要歯科医師数 38.0人  

必要薬剤師数 26.0人  

必要（准）看護師数 483.0人  

（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。 

  4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

 

10 施設の構造設備  

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

  920m 2 

 

 

鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

   病 床 数 10床  心  電  計  有・無 

   人工呼吸装置  有・無  心細動除去装置  有・無 

   その他の救急蘇生装置  有・無  ペースメーカー  有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積     222m 2      病床数       6床 

［移動式の場合］ 台 数       台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積     13m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室     93m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

  （主な設備）生化学自動分析装置 

細菌検査室    173m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

  （主な設備）オートクレーブ 

病理検査室    799m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

  （主な設備）切り出し台 

病理解剖室    208m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

  （主な設備）剖検台 

研 究 室 2,031m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

  （主な設備）安全キャビネット 

講 義 室     37m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

   室数      1室  収容定員          50人 

図 書 室    178m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

   室数      4室  蔵 書 数   1,400冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

 

  



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値  

紹 介 率 86．6％ 逆 紹 介 率  46．1 ％ 

算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                       14,997人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                     8,376人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の

数 

                                     744人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                       18,168人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関

係 

委員の要件 

該当状況 

大島寿美子 北星学園大学  医師・患者関係に

精通 

無 2 

加藤紘之 斗南病院  医療安全に精通 無 1 

橋本暁良 札幌医科大学  医療安全に精通 無 1 

中村隆 札幌総合法律

事務所 

〇 法律に精通 無 1 

生駒一憲 北海道大学病

院 

 医療を提供する者 有 3 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況  

委員名簿の公表の有無 有 

委員の選定理由の公表の有無 有 

公表の方法 

本学ホームページ及び本院ホームページ 

 

 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

５７人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

陽子線治療

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

０人　

１人　

２人　

３人　

１１人　

１人　

０人　

０人　

１１人　

３人　

０人　

０人　

０人　

０人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

陽子線治療　（根治切除が可能な肝細胞がん）　【陽子線治療を実施する施設】

マルチプレックス遺伝子検査　（進行再発固形がん）

周術期カルペリチド静脈内投与による再発抑制療法

テモゾロミド用量強化療法

11C標識メチオニンを用いたポジトロン断層撮影による診断

陽子線治療　（肝細胞がん）

陽子線治療　（肝内胆管がん）

膵癌腹膜転移に対するS-1+パクリタキセル経静脈腹腔内投与併用療法

経胎盤的抗不整脈薬投与療法

オクトレオチド皮下注射療法

放射線照射前に大量メトトレキサート療法を行った後のテモゾロミド内服投与及び放射線治療の併用療法
並びにテモゾロミド内服投与の維持療法

全身性エリテマトーデスに対する初回副腎皮質ホルモン治療におけるクロピドグレル硫酸塩、 ピタバスタチ
ンカルシウム及びトコフェロール酢酸エステル併用投与の大腿骨頭壊死発症抑制療法

11C標識メチオニンを用いたポジトロン断層撮影による再発の診断

リツキシマブ点滴注射後におけるミコフェノール酸モフェチル経口投与による寛解維持療法

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 9 56 ベーチェット病 220
2 筋萎縮性側索硬化症 24 57 特発性拡張型心筋症 84
3 脊髄性筋萎縮症 3 58 肥大型心筋症 64
4 原発性側索硬化症 0 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 9 60 再生不良性貧血 49
6 パーキンソン病 212 61 自己免疫性溶血性貧血 5
7 大脳皮質基底核変性症 12 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 0
8 ハンチントン病 3 63 特発性血小板減少性紫斑病 98
9 神経有棘赤血球症 2 64 血栓性血小板減少性紫斑病 1
10 シャルコー・マリー・トゥース病 0 65 原発性免疫不全症候群 40
11 重症筋無力症 70 66 IgＡ 腎症 33
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 144
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 98 68 黄色靱帯骨化症 14

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
17 69 後縦靱帯骨化症 109

15 封入体筋炎 0 70 広範脊柱管狭窄症 4
16 クロウ・深瀬症候群 3 71 特発性大腿骨頭壊死症 162
17 多系統萎縮症 30 72 下垂体性ADH分泌異常症 50
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 149 73 下垂体性TSH分泌亢進症 9
19 ライソゾーム病 5 74 下垂体性PRL分泌亢進症 13
20 副腎白質ジストロフィー 1 75 クッシング病 34
21 ミトコンドリア病 13 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 1
22 もやもや病 163 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 99
23 プリオン病 0 78 下垂体前葉機能低下症 260
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 2
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 1 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 25
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 2
28 全身性アミロイドーシス 14 83 アジソン病 3
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 300
30 遠位型ミオパチー 1 85 特発性間質性肺炎 34
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 33
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 34
34 神経線維腫症 40 89 リンパ脈管筋腫症 21
35 天疱瘡 62 90 網膜色素変性症 41
36 表皮水疱症 8 91 バッド・キアリ症候群 0
37 膿疱性乾癬（汎発型） 15 92 特発性門脈圧亢進症 3
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 2 93 原発性胆汁性肝硬変 78
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 8
40 高安動脈炎 64 95 自己免疫性肝炎 28
41 巨細胞性動脈炎 5 96 クローン病 121
42 結節性多発動脈炎 32 97 潰瘍性大腸炎 221
43 顕微鏡的多発血管炎 46 98 好酸球性消化管疾患 1
44 多発血管炎性肉芽腫症 23 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 10 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 14 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 20 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 5 103 CFC症候群 1
49 全身性エリテマトーデス 504 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 163 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 115 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0
52 混合性結合組織病 51 107 全身型若年性特発性関節炎 0
53 シェーグレン症候群 346 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 17 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 7 110 ブラウ症候群 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 1 161 家族性良性慢性天疱瘡 0
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 32
113 筋ジストロフィー 6 163 特発性後天性全身性無汗症 0
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 0 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 0
117 脊髄空洞症 2 167 マルファン症候群 5
118 脊髄髄膜瘤 1 168 エーラス・ダンロス症候群 1
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 1 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 8
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 172 低ホスファターゼ症 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 0 177 有馬症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 1 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 1 181 クルーゾン症候群 1
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 2
142 ミオクロニー欠神てんかん 1 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 0
144 レノックス・ガストー症候群 2 194 ソトス症候群 0
145 ウエスト症候群 0 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 203 22q11.2欠失症候群 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 204 エマヌエル症候群 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 0 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 1 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 3 208 修正大血管転位症 0
159 色素性乾皮症 0 209 完全大血管転位症 0
160 先天性魚鱗癬 3 210 単心室症 1



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 0 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

212 三尖弁閉鎖症 2 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 0 263 脳腱黄色腫症 0
216 両大血管右室起始症 0 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 0 265 脂肪萎縮症 0
218 アルポート症候群 0 266 家族性地中海熱 3
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 2 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 1 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0

222 一次性ネフローゼ症候群 49 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1 271 強直性脊椎炎 8
224 紫斑病性腎炎 4 272 進行性骨化性線維異形成症 0
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 7 274 骨形成不全症 0
227 オスラー病 5 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 0
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 4 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0
230 肺胞低換気症候群 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

232 カーニー複合 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 1
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 2

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0

235 副甲状腺機能低下症 4 283 後天性赤芽球癆 0
236 偽性副甲状腺機能低下症 0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 0 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 0 288 自己免疫性出血病XIII 0
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 1
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 0
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 3
246 メチルマロン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 4
249 グルタル酸血症1型 1 297 アラジール症候群 0
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 1 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 1 300 ＩｇＧ４関連疾患 8
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 0
254 ポルフィリン症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 1 303 アッシャー症候群 0
256 筋型糖原病 1 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 0 305 遅発性内リンパ水腫 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 306 好酸球性副鼻腔炎 12



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

308 進行性白質脳症 0 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

309 進行性ミオクローヌスてんかん 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
310 先天異常症候群 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
312 先天性僧帽弁狭窄症 0 324 メチルグルタコン酸尿症 0
313 先天性肺静脈狭窄症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 326 大理石骨病 0

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0 327

特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも
のに限る。）

1

316 カルニチン回路異常症 0 328 前眼部形成異常 0
317 三頭酵素欠損症 0 329 無虹彩症 0
318 シトリン欠損症 1 330 先天性気管狭窄症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

・ハイリスク妊娠管理加算

・ハイリスク分娩管理加算

・感染防止対策地域連携加算

・抗菌薬適正使用支援加算

・患者サポート体制充実加算

・がん診療連携拠点病院加算 ・歯科外来診療環境体制加算

・医療安全対策加算１ ・歯科診療特別対応連携加算

・感染防止対策加算１

・精神科身体合併症管理加算 ・新生児治療回復室入院医療管理料

・精神科リエゾンチーム加算 ・小児入院医療管理料２

・摂食障害入院医療管理加算 ・地域歯科診療支援病院歯科初診料

・重症者等療養環境特別加算 ・特定集中治療室管理料3，4

・無菌治療室管理加算1及び2
・総合周産期特定集中治療室管理料
（母体・胎児集中治療室管理料）

・緩和ケア診療加算
・総合周産期特定集中治療室管理料
（新生児集中治療室管理料）

・看護職員夜間配置加算 ・認知症ケア加算2

・看護補助加算２ ・精神疾患診療体制加算2

・療養環境加算 ・精神科急性期医師配置加算

・診療録管理体制加算1 ・病棟薬剤業務実施加算2

・医師事務作業補助体制加算1 ・データ提出加算2

・急性期看護補助体制加算1 ・入退院支援加算２

・救急医療管理加算・乳幼児救急医療管理加算 ・呼吸ケアチーム加算

・超急性期脳卒中加算 ・後発医薬品使用体制加算2

・妊産婦緊急搬送入院加算 ・病棟薬剤業務実施加算1

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・特定機能病院入院基本料（一般病棟７対１　精神病棟１３対
１）

・救急搬送患者地域連携紹介加算

・臨床研修病院入院診療加算　１基幹型　２協力型 ・救急搬送患者地域連携受入加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料 ・神経学的検査

・医療機器安全管理料1 ・補聴器適合検査

・医療機器安全管理料2＆歯科 ・ロービジョン検査判断料

・排尿自立指導料 ・脳磁図（旧　神経磁気診断）

・ハイリスク妊産婦連携指導料１
ハイリスク妊産婦連携指導料２

・脳波検査判断料1

・薬剤管理指導料 ・遠隔脳波診断

・がん治療連携計画策定料 ・皮下連続式グルコース測定

・がん治療連携管理料 ・長期継続頭蓋内脳波検査

・肝炎インターフェロン治療計画料 ・長期脳波ビデオ同時記録検査1

・外来放射線照射診療料 ・胎児心エコー法

・ニコチン依存症管理料 ・ヘッドアップティルト試験

・療養・就労両立支援指導料の注２に規定する相談体制充実
加算

・人工膵臓

・糖尿病透析予防指導管理料 ・遺伝カウンセリング加算

・小児運動器疾患指導管理料 ・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

・乳腺炎重症化予防ケア・指導料 ・時間内歩行試験

・がん患者指導管理料3 ・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

・外来緩和ケア管理料 ・検体検査管理加算（Ⅳ）

・移植後患者指導管理料（臓器移植後、造血幹細胞移植後） ・国際標準検査管理加算

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・遺伝学的検査

・がん患者指導管理料1 ・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）

・がん患者指導管理料2 ・抗ＨＬＡ抗体（抗体特異性同定検査）

・高度難聴指導管理料 ・在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

・喘息治療管理料 ・持続血糖測定器加算

・糖尿病合併症管理料 ・造血器腫瘍遺伝子検査

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・ウイルス疾患指導料 ・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料

・植込型除細動器移行期加算 ・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・認知療法・認知行動療法１ ・網膜再建術

・精神科作業療法 ・人工内耳植込術

・精神科ショート・ケア「小規模なもの」 ・植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

・がん患者リハビリテーション料
・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるも
の）

・児童思春期精神科専門管理加算
・緑内障手術〔緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあ
るもの）〕

・救急患者精神科継続支援料 ・緑内障手術〔水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術〕

・初期加算
・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）
脳刺激装置交換術

・呼吸器リハビリテーション料Ⅰ
・脊髄刺激装置植込術
脊髄刺激装置交換術

・初期加算 ・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術

・脳血管疾患等リハビリテーション料Ⅰ
・骨移植術（軟骨移植術を含む）（自家培養軟骨移植術に限
る）

・初期加算 ・腫瘍脊椎骨全摘術

・運動器リハビリテーション料Ⅰ ・頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。）

・無菌製剤処理料 ・悪性黒色腫センチネルリンパ節加算

・心大血管疾患リハビリテーション料Ⅰ ・皮膚移植術（死体）

・初期加算
・組織拡張器による再建手術〔乳房（再建手術）の場合に限
る〕

・心臓MRI撮影加算 ・慢性維持透析濾過加算

・抗悪性腫瘍剤処方管理加算 ・一酸化窒素吸入療法

・外来化学療法加算1 ・磁気による膀胱等刺激法

・ポジトロン断層撮影
ポジトロン断層・コンピュター断層複合撮影

・人工腎臓

・ＣＴ撮影及びMRI撮影 ・導入期加算２

・冠動脈CT撮影加算 ・透析液水質確保加算

・センチネルリンパ節生検（併用） ・医療保護入院等診療料

・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算 ・硬膜外自家血注入

・画像診断管理加算1（歯科以外） ・エタノールの局所注入(甲状腺・副甲状腺）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・小児食物アレルギー負荷検査 ・精神科デイ・ケア「小規模なもの」

・内服・点滴誘発試験
・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調
症治療指導管理料に限る）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝
切除（葉以上）を伴うものに限る。）

・腹腔鏡下肝切除術

・生体部分肝移植術

・同種死体肝移植術

・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

・腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術

・同種死体膵移植術
同種死体膵腎移植術

・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

・腹腔鏡下小切開副腎摘出術

・腹腔鏡下小切開腎部分切除術

・腹腔鏡下小切開腎摘出術

・腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術

・同種死体腎移植術

・生体腎移植術

・膀胱水圧拡張術

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

・人工尿道括約筋植込･置換術

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

・腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術

・腹腔鏡下胃切除術等（内視鏡支援機器を用いるもの） ・輸血管理料Ⅰ

・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの） ・コーディネート体制充実加算

・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 ・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

・植込型補助人工心臓（非拍動流型） ・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る）

・同種心移植術 ・内視鏡的胎盤吻合血管レーザー焼灼術

・胃瘻造設術 ・胎児胸腔・羊水腔シャント術

・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

・補助人工心臓

・植込型除細動器移植術
植込型除細動器交換術

・両室ぺーシング機能付き植込型除細動器移植術
両室ぺーシング機能付き植込型除細動器交換術

・経静脈電極抜去術（レーザーシースを用いるもの）

・ペースメーカー移植術
ペースメーカー交換術
リードレスペースメーカー移植術

・植込型心電図記録計移植術
植込型心電図記録計摘出術

・両心室ペースメーカー移植術
両心室ペースメーカー交換術

・経皮的冠動脈形成術

・経皮的冠動脈ステント留置術

・経皮的大動脈弁置換術

・乳がんセンチネルリンパ節加算１

・肺悪性腫瘍手術

・食道縫合術（穿孔、損傷）等（内視鏡によるもの）

・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ｖ型（拡大副鼻腔手術）

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）

・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・人工内耳植込術

・植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・内視鏡手術用支援機器加算 ・歯科治療総合医療管理料

・胃瘻造設時嚥下機能評価加算 ・医療機器安全管理料（歯科）

・麻酔管理料(Ⅰ） ・有床義歯咀嚼機能検査

・麻酔管理料(Ⅱ） ・精密触覚機能検査

・放射線治療専任加算 ・歯科口腔リハビリテーション料２

・外来放射線治療加算 ・手術用顕微鏡加算

・体外照射呼吸性移動対策加算 ・歯根端切除術　注３

・高エネルギー放射線治療 ・歯周組織再生誘導手術

・強度変調放射線治療（IMRT）
・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯
科診療に係るものに限る。）

・画像誘導放射線治療（IGRT）
・下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯
科診療に係るものに限る。）

・直線加速器による放射線治療（定位放射線治
療）

・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

・定位放射線治療呼吸性移動対策加算 ・クラウン・ブリッジ維持管理料

・粒子線治療（一連につき） ・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠

・歯科矯正診断料

・顎口腔機能診断料

・口腔病理診断管理加算　2

・歯科画像診断管理加算 1

・歯科画像診断管理加算 2

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・粒子線治療医学管理加算

・保険医療機関間の連携による病理診断

・病理診断管理加算２

・粒子線治療適応判定加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催した
症例検討会の開催頻度

剖　検　の　状　況

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・ 　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定方法
(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技術につい
て記入すること。

1,044回（突発的な移植カンファは入れていません）

剖検症例数　　　　　　　34例　　　／　　剖検率      　7.3%

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・粒子線治療
　　１　希少な疾病にたいして実施した場合
　　　ロ　陽子線治療の場合
　　　　※先進医療で実施されていた疾患について保険適用

　・

　・粒子線治療
　　２　１以外の特定の疾病に対して実施した場合
　　　ロ　陽子線治療の場合
　　　　※先進医療で実施されていた疾患について保険適用

　・

高度の医療の提供の実績

　・ 　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名
研 究 者 氏

名
所  属  部

門
金   額

網羅的がん遺伝子検査による膵がん個別化治療の
実現可能性の検証に関する研究

林 秀幸
がん遺伝子診

断部
1,170,000

補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：門間　太輔 門間 太輔
スポーツ医学

診療科
1,000,000

補
委

日本ｽﾎﾟｰ
ﾂ治療医
学研究会

歩行律動同期型脳・末梢神経筋ハイブリッド刺激
による神経可塑性誘導と歩行機能回復

小金丸 聡子
リハビリテー

ション科
3,250,000

補
委

日本学術
振興会

イオマゼニルSPECTとMRI拡散尖度画像を用いた高
次脳機能障害の脳機能解析

生駒 一憲
リハビリテー

ション科
1,560,000

補
委

日本学術
振興会

高齢ラットにおけるストレッチによる筋力増強効
果の分子生物学的検討

池田 聡
リハビリテー

ション科
1,560,000

補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：堀　弘明 堀 弘明
リハビリテー

ション科
680,000

補
委

日本理学
療法士学

会

統合失調症に対する認知リハビリテーションが脳
の神経活動に与える効果の解明

井上 貴雄
リハビリテー

ション部
1,820,000

補
委

日本学術
振興会

瞑想が外傷性脳損傷患者の脳活動、認知機能に与
える影響

吉田 一生
リハビリテー

ション部
1,170,000

補
委

日本学術
振興会

ダイナミック CT による虚血性心疾患の定量評価
と被ばく量軽減の試み

加藤 千恵次 核医学診療科 1,430,000
補
委

日本学学
術振興会

 Precision Medicine時代を切り拓く11C標識メチ
オニンの脳腫瘍診断に関する研究－薬剤自動合成
装置の医療機器承認取得を目指して－

志賀 哲 核医学診療科 84,646,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

[18F]DiFAによる革新的がん診断PET低酸素イメー
ジングシステム

志賀 哲 核医学診療科 53,820,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

131I-MIBG内照射療法患者登録・治療実施、治療実
施環境整備の有効性検証

志賀 哲 核医学診療科 1,300,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

PET用低酸素イメージング薬剤であるFMISOを用い
た心サルコイドーシスの評価

真鍋 治 核医学診療科 1,820,000
補
委

日本学学
術振興会

新規放射性薬剤IIMUによる頭頸部癌化学療法の治
療前効果予測法の確立

平田 健司 核医学診療科 1,950,000
補
委

日本学学
術振興会

咬合違和感症候群と口腔内知覚閾値の関連性ー脳
磁図にSPM解析を応用した定量評価ー

佐藤 華織
冠橋義歯補綴

科
1,560,000

補
委

日本学学
術振興会

睡眠時咀嚼筋活動の発現パターン解析による睡眠
時無呼吸症候群スクリーニングへの挑戦

斎藤　未來
冠橋義歯補綴
学教室（冠橋
義歯補綴科）

400,000
補
委

日本学術
振興会

マルチセンターリサーチによる日中覚醒時ブラキ
シズムの診断基準確立への挑戦

山口 泰彦
冠橋義歯補綴

科
8,470,000

補
委

日本学学
術振興会

歯肉縁下支台歯形態の光学印象法への挑戦－近赤
外光拡散シミュレーションの応用－

上田 康夫
冠橋義歯補綴

科
1,300,000

補
委

日本学学
術振興会

FGF23シグナル破綻における骨・血管のカルシウム
パラドックス

長谷川 智香
冠橋義歯補綴

科
2,210,000

補
委

日本学学
術振興会

顎口腔疾患の病態形成におけるエピジェネティッ
クな制御機構の解明

浮田 万由美
冠橋義歯補綴

科
1,170,000

補
委

日本学学
術振興会

奨学寄附金：公益財団法人秋山記念生命科学振興
財団：浮田　万由美

浮田 万由美
冠橋義歯補綴

科
500,000

補
委

秋山記念
生命科学
振興財団

結膜EMZLにおけるRAS系の関与 安藤 亮 眼科 1,170,000
補
委

日本学術
振興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

補助元又は委
託元

（様式第3）
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糖尿病網膜症におけるαークリスタリンのリン酸
化機序

加瀬 諭 眼科 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

眼部腫瘍の全国症例登録システムの構築に関する
研究

加瀬 諭 眼科 650,000
補
委

国立がん
研究セン

ター-

アンジオポエチン2阻害によるぶどう膜炎軽症化の
検討

岩田 大樹 眼科 1,300,000
補
委

日本学術
振興会

受容体結合プロレニン系を標的とした網脈絡膜疾
患治療戦略の確立

石田 晋 眼科 4,160,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：石田　晋 石田 晋 眼科 200,000
補
委

（財）伊藤
医薬学術
交流財団

糖尿病網膜症における血管内皮増殖因子受容体の
糖鎖変化

石田 晋 眼科 1,820,000
補
委

日本学術
振興会

人工多能性幹細胞由来のマクロファージ様免疫抑
制性細胞を用いたぶどう膜網膜炎の制御

南塲 研一 眼科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

正常眼圧緑内障モデルマウスにおける熱ショック
蛋白質を介した網膜神経保護

木嶋 理紀 眼科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

糖尿病網膜症におけるポリアミン代謝経路の病態
関与

野田 航介 眼科 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

新規開発したハイドロキシアパタイト薄膜処理に
よるインプラント治療適応拡大への挑戦

伊藤 達郎 義歯補綴科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

スマートナノバイオマテリアルの開発と口腔領域
における臨床応用への展開

横山 敦郎 義歯補綴科 4,810,000
補
委

日本学術
振興会

義歯作製治療時のストレス解析とハグ・抱擁効果
を応用した新たなストレス緩和法の構築

後藤 まりえ 義歯補綴科 910,000
補
委

日本学術
振興会

咬合、咀嚼機能と姿勢の相互連関性に関する包括
的探索

坂口 究 義歯補綴科 650,000
補
委

日本学術
振興会

高機能化カーボンナノホーンを応用した新たなGBR
法の開発

小松原 浩実 義歯補綴科 1,690,000
補
委

日本学術
振興会

カーボンナノ物質修飾による革新的表面構造を有
するインプラントの開発

平田 恵理 義歯補綴科 1,300,000
補
委

日本学術
振興会

オッセオインテグレ―ション関連因子を用いた新
規インプラント周囲骨再生治療の開発

堀内 留美 義歯補綴科 2,730,000
補
委

日本学術
振興会

自然免疫炎症反応・凝固線溶反応の心停止蘇生後
臓器不全への関与

丸藤 哲 救急科 6,060,000
補
委

日本学術
振興会

矯正学的持続的機械ストレス環境におけるポドプ
ラニン依存性骨再生機構に関する研究

金 壯律 矯正歯科 1,300,000
補
委

日本学術
振興会

エナメル質を保全できる矯正歯科治療―大気圧低
温プラズマと蛍光物質の応用―

山方 秀一 矯正歯科 910,000
補
委

日本学術
振興会

薬剤徐放作用をもつ新規歯科矯正用接着材の開発 中西 康 矯正歯科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

呼吸器上皮に存在するM細胞の生理的・病理的条件
における機能の解明

武藤 麻未 矯正歯科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

乳歯歯髄由来幹細胞による未分化維持機構の同定 福島 久夢 矯正歯科 910,000
補
委

日本学術
振興会
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郭清術後のリンパ組織再構築術～悪性黒色腫予後
の改善を目指して！

古川 洋志 形成外科 5,720,000
補
委

日本学術
振興会

機能的リンパ組織移植法の開発! 山本 有平 形成外科 5,850,000
補
委

日本学術
振興会

マクロファージ-筋線維芽細胞系を標的とした慢性
GVHD治療法の開発

橋本 大吾 血液内科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：橋本　大吾 橋本 大吾 血液内科 3,000,000
補
委

持田記念
医学薬学
振興財団

次世代シークエンスによる再発難治性急性白血病
のゲノム構造の解析

小野澤 真弘 血液内科 1,820,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：小野澤　真弘 小野澤 真弘 血液内科 1,000,000
補
委

SGH財団

奨学寄附金：医学研究資金：中川 雅夫 中川 雅夫 血液内科 1,000,000
補
委

先進医薬
研究振興

財団

奨学寄附金：医学研究資金：中川 雅夫 中川 雅夫 血液内科 2,000,000
補
委

武田科学
振興財団

GVHDによる腸内フローラ異常の網羅的解析と治療
法の開発

豊嶋 崇徳 血液内科 4,550,000
補
委

日本学術
振興会

移植後シクロホスファミドを用いた血縁者間HLA半
合致移植法の開発研究

豊嶋 崇徳 血液内科 5,460,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

豊嶋　崇徳：骨髄造血と腸内フローラのクロス
トーク

豊嶋 崇徳 血液内科 2,340,000
補
委

日本学術
振興会

間葉系幹細胞を用いた広範囲内視鏡的直腸粘膜下
層剥離術後狭窄の予防法の開発

桂田 武彦
光学医療診療

部
1,430,000

補
委

文部科学
省

抗菌薬３剤併用による難治性潰瘍性大腸炎の治療 桂田 武彦
光学医療診療

部
59,799,999

補
委

日本医療
研究開発

機構

間葉系幹細胞の培養上清を用いた内視鏡的粘膜下
層剥離術後の食道狭窄予防

小野 尚子
光学医療診療

部
1,300,000

補
委

文部科学
省

早期食道腺癌・接合部腺癌の蛍光プローブによる
検出に関する多施設共同研究

山本　桂子
光学医療診療

部
1,560,000

補
委

文部科学
省

HuRをターゲットとした分子標的薬の開発～がんの
制御を目指して～

格口 渉 口腔外科 1,170,000
補
委

日本学術
振興会

顎口腔領域疾患において喪失された骨の再生メカ
ニズムの解明

山田 珠希 口腔外科 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

導電性ナノマテリアルを応用した生体再建材料の
開発

松岡 真琴 口腔外科 390,000
補
委

日本学術
振興会

関節窩内での関節頭位置描出への挑戦―精度の高
い外科的矯正治療を目指してー

松下 和裕 口腔外科 1,040,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：歯学研究資金：松下　和裕 松下 和裕 口腔外科 100,000
補
委

伊藤医薬
学術交流

財団

がんの進展に伴う腫瘍血管内皮マーカーの発現ダ
イナミクスの解明

松田 光平 口腔外科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

骨吸収抑制剤の休薬は顎骨壊死発症の予防に有効
か？マウスによる検討

鄭 漢忠 口腔外科 1,820,000
補
委

日本学術
振興会
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低酸素誘導因子を標的とした分子イメージング支
援新規口腔癌治療戦略の確立にむけて

宮腰 昌明 口腔内科 1,300,000
補
委

日本学術
振興会

交感神経活動の変化が慢性咀嚼筋障害の治療効果
や筋病理・筋活動に及ぼす影響

佐藤 淳 口腔内科 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

腫瘍血管内皮サイトカインレセプターの口腔癌の
予後予測診断法への応用

佐藤 千晴 口腔内科 2,340,000
補
委

日本学術
振興会

マクロファージをターゲットにしたBRONJ発症機序
の解明と治療法の開発

佐藤 明 口腔内科 1,820,000
補
委

日本学術
振興会

MRONJへの多血小板フィブリンによる治療戦略と
PETを用いた新規評価法の確立

浅香 卓哉 口腔内科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

効率的な抗がん剤治療を目指したPET低酸素分子イ
メージングと腫瘍血管の対比検討

大賀 則孝 口腔内科 1,820,000
補
委

日本学術
振興会

薬剤関連顎骨壊死の積極的な治療法の開発－マウ
スによる検討

中村 裕介 口腔内科 2,347,476
補
委

日本学術
振興会

肥満II型糖尿病モデルSDT fattyラット顎骨におけ
るビスホスホネートの作用

坪井 香奈子 口腔内科 2,340,000
補
委

日本学術
振興会

骨特異性血管と骨芽細胞系細胞の細胞連携に関す
る組織化学的アプローチ

土屋 恵李佳 口腔内科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：土屋　恵李佳 土屋 恵李佳 口腔内科 200,000
補
委

伊藤医薬
財団

ビスホスホネート関連顎骨壊死に対する高気圧酸
素療法のＰＥＴと骨シンチによる評

北川 善政 口腔内科 300,000
補
委

日本学術
振興会

治療抵抗性を反映した革新的分子イメージングに
基づく新しい口腔癌治療戦略

北川 善政 口腔内科 4,810,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄付金：歯学研究資金：北川　善政 北川 善政 口腔内科 250,000
補
委

伊藤医薬
財団

奨学寄付金：歯学研究資金：北川　善政 北川 善政 口腔内科 200,000
補
委

杉野芽財
団

低侵襲化をめざした口唇口蓋裂治療体系の開発と
多施設比較による有効性の検証

三古谷 忠
高次口腔医療

センター
1,430,000

補
委

日本学術
振興会

血管内皮細胞の異常性の獲得に対し低酸素環境が
及ぼす影響に関する研究

近藤 美弥子 高齢者歯科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

口腔扁平上皮癌のリンパ節転移能の獲得に伴う免
疫抑制機構の改変とその調節因子の制御

山崎 裕 高齢者歯科 65,000
補
委

日本学術
振興会

唾液を用いたフローサイトメトリー解析による難
治性口腔粘膜疾患の病因解明への挑戦

山崎 裕 高齢者歯科 1,300,000
補
委

日本学術
振興会

麻酔薬による担癌動物の免疫抑制環境の改変と癌
悪性化の分子機構

山崎 裕 高齢者歯科 130,000
補
委

日本学術
振興会

機能獲得型変異TP53による口腔がんの悪性化進展
の機序解析

中澤 誠多朗 高齢者歯科 1,170,000
補
委

日本学術
振興会

生体モデル膜および培養細胞における全身麻酔薬
の作用部位に関する研究

渋谷 真希子
歯科麻酔学教
室（歯科麻酔

科）
1,200,000

補
委

日本学術
振興会

ナノテクノロジーの保存修復学への応用 松本 真理子 歯冠修復科 1,950,000
補
委

日本学術
振興会
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新たな根面う蝕治療に向けたバイオアクティブ材
料とナノテク材料の応用

田中 享 歯冠修復科 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

自律神経活動モニターシステムと精神鎮静法を用
いた安心・安全な高齢者歯科治療の確立

下地 伸司
歯周・歯内療

法科
1,820,000

補
委

日本学術
振興会

高周波電流で細胞の増殖と分化を促進する革新的
骨再生療法の開発

菅谷 勉
歯周・歯内療

法科
1,300,000

補
委

日本学術
振興会

Ag/ナノカーボンを用いた抗菌性スキャフォールド
の開発と歯周組織再生効果

西田 絵利香
歯周・歯内療

法科
1,300,000

補
委

日本学術
振興会

高齢者歯科治療時のリスク改善に効果的な精神鎮
静法の応用方法の確立

竹生 寛恵
歯周・歯内療

法科
1,300,000

補
委

日本学術
振興会

αTCP複合化レジンとBMP-2を用いたインプラント
周囲炎の治療法の開発

中塚 愛
歯周・歯内療

法科
1,430,000

補
委

日本学術
振興会

骨細胞による周囲骨基質の溶解および石灰化沈着
における微細構造学的検索

本郷 裕美
歯周・歯内療

法科
1,430,000

補
委

日本学術
振興会

複数のスキャホールドを用いた新規空間的ドラッ
グデリバリーシステムの開発

齋藤 恵美子
歯周・歯内療

法科
2,470,000

補
委

日本学術
振興会

遺伝子変異および発現分子解析に基づく外耳道扁
平上皮癌に対する治療戦略構築

森田 真也 耳鼻咽喉科 2,080,000
補
委

文科省

アレルギー性鼻炎の根治を指向したSIRT1活性化剤
の基礎的研究

中丸 裕爾 耳鼻咽喉科 1,040,000
補
委

文科省

眼球運動-前庭系相互作用を利用した新しい平衡リ
ハビリテーションの開発

藤原 圭志 耳鼻咽喉科 650,000
補
委

文科省

奨学寄附金：医学研究資金：藤原 圭志 藤原 圭志 耳鼻咽喉科 200,000
補
委

国際耳鼻
咽喉科学
振興会

ゲノム、プロテオーム解析による後天性真珠腫シ
グナル伝達ネットワークの解明

福田 篤 耳鼻咽喉科 1,040,000
補
委

文科省

進行上顎洞癌に対する超選択的動注化学療法を併
用した放射線治療による新規治療法開発に関する
研究

本間 明宏 耳鼻咽喉科 20,000,000
補
委

AMED

奨学寄附金：医学研究資金：鈴木　崇祥 鈴木 崇祥 耳鼻咽喉科 200,000
補
委

伊藤医薬
学術交流

財団

好酸球性副鼻腔炎の根治を施行したSIRT-1活性化
剤の基礎的研究

鈴木 正宣 耳鼻咽喉科 1,430,000
補
委

文科省

IL-6による免疫抑制を介した大腸がん肝転移機構
の解明と新規治療法開発

髙橋 典彦 手術部 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

HER2陽性再発転移の唾液腺癌に対する個別化治療
の開発

秋田 弘俊 腫瘍内科 45,000,000
補
委

ＡＭＥＤ

PD-L1の遺伝子変異および糖鎖修飾の意義とバイオ
マーカー開発に関する研究

秋田 弘俊 腫瘍内科 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金:医学研究資金:秋田 弘俊 秋田 弘俊 腫瘍内科 2,000,000
補
委

喫煙科学
研究財団

糖転移酵素を標的とする非小細胞肺癌の創薬シー
ズ創出に関する研究

本間 理央 腫瘍内科 1,300,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：木下　一郎 木下 一郎 腫瘍内科 1,000,000
補
委

秋山記念
生命科学
振興財団
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非小細胞肺癌における抗癌薬耐性化の克服を目指
したヒストン修飾酵素阻害療法の開発

木下 一郎 腫瘍内科 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

熱可塑性樹脂と熱伝導部材を用いた術中変形可能
な新しい人工弁輪の開発

松居 喜郎
循環器・呼吸

器外科
1,170,000

補
委

日本学術
振興会

経カテーテル大動脈弁置換術の有効性・最適化・
費用対効果を明らかにする研究

安斉 俊久 循環器内科 8,302,774
補
委

日本医療
研究開発

機構

循環器緩和ケアにおける診療の質評価に関する研
究

安斉 俊久 循環器内科 7,818,795
補
委

日本医療
研究開発

機構

奨学寄附金：医学研究資金：永井　利幸 永井 利幸 循環器内科 1,000,000
補
委

大和証券
ヘルス財

団

免疫応答に着目した心臓サルコイドーシスに対す
る新規診断法およびリスク層別法の開発

永井 利幸 循環器内科 56,518
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：永井　利幸 永井 利幸 循環器内科 3,000,000
補
委

ファイザー
ヘルスリ
サーチ振

心血管病における心臓周囲脂肪ミトコンドリアの
役割

横田 卓 循環器内科 1,170,000
補
委

日本学術
振興会

ナノカプセルを用いた拡張型心筋症に対するミト
コンドリアをターゲットとした新規治療法の開発

絹川 真太郎 循環器内科 20,280,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

奨学寄附金：医学研究資金：相川　忠夫 相川 忠夫 循環器内科 2,000,000
補
委

上原記念
生命科学

財団

奨学寄附金：医学研究資金：相川　忠夫 相川 忠夫 循環器内科 300,000
補
委

福田記念
医療技術
振興財団

奨学寄附金：医学研究資金：相川　忠夫 相川 忠夫 循環器内科 300,000
補
委

立石化学
技術振興

財団）

奨学寄附金：医学研究資金：相川　忠夫 相川 忠夫 循環器内科 1,000,000
補
委

日本心臓
財団

経皮的冠動脈形成術および冠動脈バイパス術の冠
血流予備能に対する効果の検討

納谷 昌直 循環器内科 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：福島　新 福島 新 循環器内科 500,000
補
委

 喫煙科学
研究財団

奨学寄附金：医学研究資金：福島　新 福島 新 循環器内科 1,000,000
補
委

宮田心臓
病研究振
興基金

奨学寄附金：医学研究資金：福島　新 福島 新 循環器内科 500,000
補
委

石本記念
デサントス
ポーツ科

奨学寄附金：医学研究資金：福島　新 福島 新 循環器内科 2,000,000
補
委

武田科学
振興財団

先天性心疾患におけるアセチル化修飾の役割の検
討

福島 新 循環器内科 2,730,000
補
委

日本学術
振興会

歯牙種発症に関しての研究 菊入 崇
小児・障害者

歯科
1,820,000

補
委

日本学術
振興会

幼少期身体抑制を経験したラットのストレス反応
性亢進と大脳辺縁系及び視床下部の関係

吉原 俊博
小児・障害者

歯科
1,300,000

補
委

日本学術
振興会

ポリフェノールを応用した生活歯髄切断材料の開
発

中村 光一
小児・障害者

歯科
780,000

補
委

日本学術
振興会
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複雑な乳歯根管系の制御－確実な歯根吸収抑制と
吸収部修復機構発現の解明－

八若 保孝
小児・障害者

歯科
1,820,000

補
委

日本学術
振興会

治験の実施に関する研究［ブレンツキシマブベド
チン］

井口 晶裕 小児科 348,000
補
委

日本医師
会

難治性神経芽腫に対するIL2、CSF併用ch14.18免疫
療法の国内臨床開発

井口 晶裕 小児科 1,000,000
補
委

地方独立
行政法人
大阪市民

活性化壁側上皮細胞に着目した新規治療標的の探
索

岡本 孝之 小児科 1,170,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：岡本　孝之 岡本 孝之 小児科 500,000
補
委

秋山記念
生命科学
振興財団

アンジェルマン症候群における認知記憶機能障害
のメカニズムと治療法の探索

江川 潔 小児科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：江川　潔 江川 潔 小児科 1,100,000
補
委

母子健康
協会

奨学寄附金：医学研究資金：竹崎　俊一郎 竹崎 俊一郎 小児科 1,000,000
補
委

秋山記念
生命科学
振興財団

インプリンティング疾患の病因病態解明 中村 明枝 小児科 1,300,000
補
委

国立成育
医療研究
センター

偽性副甲状腺機能低下症1bにおけるインプリン
ティング異常発症機序の解明

中村 明枝 小児科 1,848,328
補
委

日本学術
振興会

治験の実施に関する研究［WT1ペプチドワクチン］ 長 祐子 小児科 400,000
補
委

日本医師
会

限局性皮質異形成II型のてんかん発作に対するシ
ロリムスの有効性と安全性に関する無対照非盲検
医師主導治験

白石 秀明 小児科 1,600,000
補
委

昭和大学

子どもの言語機能はどのように形成され修復され
るのか？－脳磁図による検討－

白石 秀明 小児科 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

Imaging技術を基盤としたミトコンドリア心筋症の
診断法・新診断基準の確立

武田 充人 小児科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

バイオマーカーを用いた川崎病急性期治療法選択
に関する研究

武田 充人 小児科 300,000
補
委

日本医科
大学病院

ミトコンドリア病診療マニュアルの改定を見据え
た、診療に直結させるミトコンドリア病・各臨床
病型のエビデンス創出研究

武田 充人 小児科 450,000
補
委

千葉がん
センター

単心室循環症候群の患者記録の後方視的調査 武田 充人 小児科 520,000
補
委

東京女子
医科大学

原発性免疫不全症に対するex vivo遺伝子・細胞治
療の治験実施体制の構築と人材育成に関する研究

有賀 正 小児科 1,300,000
補
委

国立成育
医療研究
センター

慢性拒絶反応における血管平滑筋細胞に対する制
御性T細胞の効果の検討

財津 雅昭 消化器外科Ⅰ 1,950,000
補
委

日本学術
振興会

14-3-3とNrf2の制御による革新的な心停止腎グラ
フトの灌流修復法の開発

深井 原 消化器外科Ⅰ 1,950,000
補
委

日本学術
振興会

肝癌細胞株における糖鎖異常と浸潤能との関連性
の解析

神山 俊哉 消化器外科Ⅰ 1,560,000
補
委

日本学術
振興会
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APC結合タンパクEB1による膵癌の放射線抵抗性の
画期的診断とその分子機構の解明

折茂 達也 消化器外科Ⅰ 1,820,000
補
委

日本学術
振興会

大腸がん微少環境下における抗原提示細胞の機能
制御を基軸とした新規治療法の開発

大野陽介 消化器外科Ⅰ 1,690,000
補
委

日本学術
振興会

膵島移植における長期グラフト生着のための治療
法の開発

渡辺　正明 消化器外科Ⅰ 2,080,000
補
委

日本学術
振興会

脂肪肝切除後の分子病態解明と抗酸化能増強によ
る易障害性、易転移性克服法の開発

島田 慎吾 消化器外科Ⅰ 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

炎症性腸疾患における神経ペプチドシグナルの制
御機構解明と疾患治療への応用

武冨 紹信 消化器外科Ⅰ 6,890,000
補
委

日本学術
振興会

炎症性腸疾患における神経ペプチドシグナルの制
御機構解明と疾患治療への応用

武冨 紹信 消化器外科Ⅰ 1,800,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：武冨 紹信 武冨 紹信 消化器外科Ⅰ 200,000
補
委

伊藤医薬
学術交流

財団

奨学寄附金：医学研究資金：武冨 紹信 武冨 紹信 消化器外科Ⅰ 5,000,000
補
委

上原記念
生命財団

肝芽腫の発生・進展過程におけるDNAメチル化異常
の解明

本多 昌平 消化器外科Ⅰ 130,000
補
委

日本学術
振興会

胃癌に対する新規蛍光腹腔鏡システムを用いた光
線力学的術中リンパ節転移診断法の確立

海老原 裕磨 消化器外科Ⅱ 2,080,000
補
委

文部科学
省

膵癌におけるバイオマーカーの探索および新規治
療法の開発

浅野 賢道 消化器外科Ⅱ 1,170,000
補
委

文部科学
省

地域における重症外傷患者の救命率改善を目指し
た新規DCSトレーニングコースの開発

村上 壮一 消化器外科Ⅱ 1,300,000
補
委

文部科学
省

胆道癌リンパ節転移巣における浸潤・増殖機序に
関する検討

中西 喜嗣 消化器外科Ⅱ 1,430,000
補
委

文部科学
省

難治性固形癌の局所免疫環境に着目した手術期の
個別化免疫化学療法の開発

土川 貴裕 消化器外科Ⅱ 2,340,000
補
委

文部科学
省

全国がん登録と連携した臓器がん登録による大規
模コホート研究の推進及び高質診療データベース
の為のNC

平野 聡 消化器外科Ⅱ 120,000
補
委

厚生労働
省

蛍光イメージングの応用による肝門部領域癌セン
チネルリンパ節の同定方法の確立

野路 武寛 消化器外科Ⅱ 1,040,000
補
委

文部科学
省

肝硬変の組織病態を修復する新規細胞薬物治療法
の探索

坂本 直哉 消化器内科 4,940,000
補
委

文部科学
省

生体高分子シミュレーションによる抗ウイルス薬
耐性化仮想アッセイシステムの構築

坂本 直哉 消化器内科 1,430,000
補
委

文部科学
省

慢性肝疾患の組織病態進展機構の解析および血清
組織糖鎖の網羅的探索による予後予測マーカーの
構築

坂本 直哉 消化器内科 36,000,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

HCVに対するカルニチンの抗ウイルス/抗脂肪化/抗
酸化効果の基礎的・臨床的検討

小川 浩司 消化器内科 910,000
補
委

文部科学
省

B型肝炎ウイルスcccDNA排除を目指した新規抗ウイ
ルス治療の開発

森川 賢一 消化器内科 1,560,000
補
委

文部科学
省

C末端欠損HBｘ遺伝子インテグレーションによる肝
発癌・悪性化機構の検討

須田 剛生 消化器内科 1,560,000
補
委

文部科学
省
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クローン病に対する羊膜由来間葉系幹細胞の
first-in-human臨床試験

大西 俊介 消化器内科 40,000,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

HBV感染における自然免疫系センサー分子の探索 中井 正人 消化器内科 1,300,000
補
委

文部科学
省

脊髄空洞症の素因遺伝子解析 佐々木 秀直 神経内科 1,690,000
補
委

日本学術
振興会

多系統委縮症の自然歴とその修飾因子に関する研
究

佐々木 秀直 神経内科 9,580,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

言語理解の脳内機構 大槻 美佳 神経内科 650,000
補
委

日本学術
振興会

家族性進行性核上性麻痺における遺伝子解析研究
に基づいた進行性核上性麻痺の病態解析

矢部 一郎 神経内科 1,690,000
補
委

日本学術
振興会

治験の実施に関する研究［サリドマイド］ 矢部 一郎 神経内科 494,500
補
委

日本医師
会

治験の実施に関する研究［ぺランパネル］ 矢部 一郎 神経内科 500,000
補
委

日本医師
会

複合細胞移植による新規末梢神経再生方法の開発 永野 裕介 整形外科 1,690,000
補
委

日本学術
振興会

軸索再生に至適なシュワン細胞の同定 河村 太介 整形外科 1,690,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：角家　健 角家 健 整形外科 800,000
補
委

ブレインサ
イエンス振

興財団

奨学寄附金：医学研究資金：角家　健 角家 健 整形外科 1,500,000
補
委

寿原財団

奨学寄附金：医学研究資金：角家　健 角家 健 整形外科 1,000,000
補
委

秋山記念
生命科学
振興財団

奨学寄附金：医学研究資金：角家　健 角家 健 整形外科 2,000,000
補
委

テルモ生
命科学芸
術財団

神経幹細胞移植による慢性期脊髄損傷での神経回
路再形成

角家 健 整形外科 1,690,000
補
委

日本学術
振興会

スフィンゴ糖脂質機能解析を基盤とした関節疾患
の病態解明と新規治療法の開発

岩崎 倫政 整形外科 4,290,000
補
委

日本学術
振興会

変形性関節症発症機序の解明に向けた軟骨変性制
御機構における糖鎖機能解析

岩崎 倫政 整形外科 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

被損傷靱帯に出現する幹細胞様細胞が移植腱再構
築過程を促進する分子機序の統合的解明

近藤 英司 整形外科 7,150,000
補
委

日本学術
振興会

被損傷靱帯に出現する幹細胞様細胞が移植腱再構
築過程を促進する分子機序の統合的解明

近藤 英司 整形外科 2,300,000
補
委

日本学術
振興会

アポトーシス応答機構を標的とした椎間板変性制
御に関する統合的研究

山田 勝久 整形外科 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

ダブルネットワークハイドロゲルを用いた新しい
人工椎間板開発

山田 勝久 整形外科 400,000
補
委

ノーステッ
ク財団

奨学寄附金：医学研究資金：小野寺　智洋 小野寺 智洋 整形外科 3,500,000
補
委

日本整形
外科学会
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変形性関節症制圧を目指した新規免疫ネットワー
ク解析手法を用いた治療薬の開発

小野寺 智洋 整形外科 2,470,000
補
委

日本学術
振興会

手掌腱膜における線維化制御機構の解明 松井 雄一郎 整形外科 1,690,000
補
委

日本学術
振興会

癌関連糖鎖抗原を介した転移性骨腫瘍の骨破壊進
展メカニズムの解明と阻害効果の検討

新井 隆太 整形外科 1,170,000
補
委

日本学術
振興会

高純度硬化性ゲルによる椎間板組織自然再生誘導
法の開発と組織再生メカニズムの解明

須藤 英毅 整形外科 6,630,000
補
委

日本学術
振興会

脊髄損傷に対する新規神経保護薬の開発 浅野 毅 整形外科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

人工膝・股関節置換術適用患者の荷重免荷型ト
レッドミルにおける三次元歩行計測

入江 徹 整形外科 1,040,000
補
委

日本学術
振興会

免疫グロブリン様受容体群による骨代謝制御機構
の解明

高畑　雅彦 整形外科 4,300,000
補
委

日本学術
振興会

新規骨質評価法を用いたin vivoにおけるステロイ
ド性骨粗鬆症骨質に関する研究

高畑　雅彦 整形外科 200,000
補
委

日本学術
振興会

分子・結晶とマイクロ構造体の変形相互作用によ
る骨組織強度特性

高畑　雅彦 整形外科 250,000
補
委

日本学術
振興会

脊柱靱帯骨化症に関する調査研究 高畑　雅彦 整形外科 250,000
補
委

厚生労働
省

奨学寄附金：医学研究資金：高畑　雅彦 高畑　雅彦 整形外科 1,000,000
補
委

三井生命
財団

奨学寄附金：医学研究資金：高畑　雅彦 高畑　雅彦 整形外科 600,000
補
委

骨粗鬆症
財団

奨学寄附金：医学研究資金：高畑　雅彦 高畑　雅彦 整形外科 1,000,000
補
委

日本ﾘｳﾏﾁ
財団

奨学寄附金：医学研究資金：高畑　雅彦 高畑　雅彦 整形外科 5,000,000
補
委

三菱財団

双極性障害に対する認知リハビリテーションと集
団認知行動療法の有効性に関する研究

賀古 勇輝 精神科神経科 650,000
補
委

日本学術
振興会

新規陰性症状評価システムの構築と、陰性症状の
生物学的基盤の探索

橋本 直樹 精神科神経科 1,690,000
補
委

日本学術
振興会

青年期の抑うつ症状に関わる要因の縦断的研究 朝倉 聡 精神科神経科 1,300,000
補
委

日本学術
振興会

外傷急性期凝固障害における血管内皮細胞上の抗
血栓能の変化に関する研究

早川 峰司
先進急性期医
療センター

1,170,000
補
委

日本学術
振興会

脂肪肝グラフトのミトコンドリア機能と抗酸化能
を増強する画期的な肝体外灌流法の開発

嶋村 剛
臓器移植医療

部
3,900,000

補
委

日本学術
振興会

脂肪肝グラフトのミトコンドリア機能と抗酸化能
を増強する画期的な肝体外灌流法の開発

嶋村 剛
臓器移植医療

部
1,500,000

補
委

日本学術
振興会

腫瘍血管特異的マーカーを標的とした次世代肺癌
治療の開発

樋田 泰浩
地域医療連携
福祉センター

4,030,000
補
委

日本学術
振興会

腫瘍血管特異的マーカーを標的とした次世代肺癌
治療の開発

樋田 泰浩
地域医療連携
福祉センター

2,300,000
補
委

日本学術
振興会
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気管支擦過肺癌細胞の培養による肺癌診断と治療
法の探索

菊地 英毅 内科Ⅰ 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

アレルギー性気管支肺真菌症の新・診断基準の検
証と新規治療開発

今野 哲 内科Ⅰ 500,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

奨学寄附金：医学研究資金：今野 哲 今野 哲 内科Ⅰ 1,000,000
補
委

（財）大和
証券

肥満が気管支喘息病態に及ぼす分子生物学的機序
の解明

今野 哲 内科Ⅰ 2,340,000
補
委

日本学術
振興会

遺伝子スクリーニング基盤（LC-SCRUM-Japan）を
利用した、MET遺伝子異常陽性の進行非小細胞肺癌
に対する治療開発を目指した研究

榊原 純 内科Ⅰ 650,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

希少遺伝子変異を有する小細胞肺癌に対する新規
治療法の確立に関する研究

榊原 純 内科Ⅰ 500,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

治験の実施に関する研究［レンバチニブ（胸腺
癌）］

榊原 純 内科Ⅰ 499,980
補
委

日本医師
会

呼吸器疾患における気腫・気道・血流の総合的評
価法の確立

清水 薫子 内科Ⅰ 1,040,000
補
委

日本学術
振興会

生体内の異物・不要物排除機構の解明とその制御
による疾患治療

西村 正治 内科Ⅰ 5,200,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

閉塞性肺疾患の多様性の理解と個別化治療に向け
た探索的研究

西村 正治 内科Ⅰ 9,940,000
補
委

日本学術
振興会

高齢者の小細胞肺癌に対する新たな標準的治療の
確立に関する研究

朝比奈 肇 内科Ⅰ 200,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

重症肺高血圧症に対するエビデンスを構築する新
規戦略的研究

辻野 一三 内科Ⅰ 260,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

リンパ脈管筋腫症に対するラパマイシン長期内服
の効果と安全性評価のためのコホート調査

鈴木 雅 内科Ⅰ 500,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

自己免疫性肺胞蛋白症に対する酵母由来組換えGM-
CSF吸入の多施設共同医師主導治験

鈴木 雅 内科Ⅰ 3,869,999
補
委

日本医療
研究開発

機構

末梢血エクソソームRNA解析による閉塞性肺疾患の
類似性・相違点・合併病態の解明

鈴木 雅 内科Ⅰ 1,300,000
補
委

日本学術
振興会

免疫抑制剤の効果的な併用による難治性膠原病治
療プロトコール作成のための研究

渥美 達也 内科Ⅱ 16,899,999
補
委

日本医療
研究開発

機構

抗リン脂質抗体症候群の流産モデルマウスの作成 奥 健志 内科Ⅱ 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

関節リウマチにおけるオートファジーとシトルリ
ン化抗原提示との関連

加藤 将 内科Ⅱ 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

多発性嚢胞腎における嚢胞増悪の機序、および予
後予測因子の解明

西尾 妙織 内科Ⅱ 2,080,000
補
委

日本学術
振興会

抗リン脂質抗体症候群における自己抗体産生機序
の解明

藤枝 雄一郎 内科Ⅱ 1,040,000
補
委

日本学術
振興会

関節リウマチ滑膜に高発現するRasGRP4が滑膜増殖
を促すメカニズムに関する研究

保田 晋助
免疫・代謝内
科学分野（内

科Ⅱ）
1,430,000

補
委

日本学術
振興会

NETsによる単球分化を介した自己免疫機序の解明 坊垣 暁之
免疫・代謝内
科学分野（内

科Ⅱ）
1,560,000

補
委

日本学術
振興会
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ヒト血管移植片に対する抗ドナー抗体の病的意義
と免疫抑制性細胞による治療効果の検討

後藤 了一 乳腺外科 1,300,000
補
委

日本学術
振興会

晩期再発乳癌の予測因子の同定と再発メカニズム
の解明　－個別化治療を目指して

山下 啓子 乳腺外科 1,950,000
補
委

日本学術
振興会

骨髄間質細胞移植による癒着性くも膜炎及び難治
性神経障害性疼痛に対する治療法の確立

関 俊隆 脳神経外科 910,000
補
委

日本学術
振興会

合併症発症低減を実現する低侵襲スパイナルドレ
ナージセットの開発・海外展開

山口 秀 脳神経外科 336,960
補
委

日本医療
研究開発

機構

神経膠腫におけるマイクロRNA解析を用いたメチオ
ニン取り込み機序の探索

山口 秀 脳神経外科 2,600,000
補
委

日本学術
振興会

iPS細胞を用いた、もやもや病における脳出血発症
メカニズムの解析と予防薬の研究

数又 研 脳神経外科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：川堀　真人 川堀 真人 脳神経外科 500,000
補
委

日本脳神
経財団

脳虚血再灌流障害に対するスフィンゴリン脂質の
保護効果

川堀 真人 脳神経外科 1,040,000
補
委

日本学術
振興会

易破裂大型脳動脈瘤の新規動物モデルとヒト臨床
標本による破裂防止薬剤治療法の開拓

中山 若樹 脳神経外科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

ソフトマター工学を利用した"見える"粒子塞栓物
質の開発

長内 俊也 脳神経外科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

冷却人工酸素運搬体の経動脈選択的投与による脳
保護療法の開発

病）鐙谷　武雄 脳神経外科 1,100,000
補
委

日本学術
振興会

もやもや病（ウイリス動脈輪閉塞症）の診断、治
療に関する研究

寳金 清博 脳神経外科 8,750,000
補
委

厚生労働
省

もやもや病診療の質を高めるためのエビデンス構
築を目指した包括的研究

寳金 清博 脳神経外科 9,880,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

新たな培養・移植・イメージング技術を駆使した
自己骨髄間質細胞移植による脳梗塞再生治療

寳金 清博 脳神経外科 65,000,000
補
委

日本医療
研究開発

機構

もやもや病iPS由来血管内皮細胞でみられるインテ
グリン発現低下の病態的意義の解明

濵内 祝嗣 脳神経外科 3,510,000
補
委

日本学術
振興会

高信頼性内視鏡外科医育成のための継続的教育モ
デルの構築

安部 崇重 泌尿器科 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

胎児期の環境化学物質曝露が性分化に与える影響
と遺伝子多型による修飾

今 雅史 泌尿器科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

腫瘍血管トランスポーター阻害による尿路上皮癌
薬剤耐性の克服

篠原 信雄 泌尿器科 1,690,000
補
委

日本学術
振興会

胎児期の内分泌かく乱物質への曝露が性分化・性
腺機能に及ぼす影響に関する研究

守屋 仁彦 泌尿器科 2,470,000
補
委

日本学術
振興会

尿路上皮癌微小転移に対するAKR1C1を標的とした
治療法の開発

松本 隆児 泌尿器科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

下部尿路閉塞膀胱の慢性期における膀胱リモデリ
ングとセロトニン受容体に関する研究

菅野 由岐子 泌尿器科 2,340,000
補
委

日本学術
振興会

3次元 in vitro 転移モデルの開発 大澤 崇宏 泌尿器科 1,300,000
補
委

日本学術
振興会

Ｖ
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ダイオキシン類介在性のアンドロゲン受容体変異
体分解による去勢抵抗性前立腺癌の制御

病）丸山　覚 泌尿器科 2,860,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：夏賀　健 夏賀 健 皮膚科 1,600,000
補
委

長寿科学
振興財団

創傷治癒における上皮系幹細胞のダイナミクス 夏賀 健 皮膚科 2,080,000
補
委

日本学術
振興会

自己免疫性水疱症発症におけるTh17細胞の働きの
解明

岩田 浩明 皮膚科 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

水疱性類天疱瘡抗原反応性T細胞株の樹立と応用 氏家 英之 皮膚科 7,150,000
補
委

日本学術
振興会

劣性栄養障害型表皮水疱症の線維芽細胞が創傷治
癒と癌発生に果たす機能を解明する

秦 洋郎 皮膚科 2,600,000
補
委

日本学術
振興会

先天性魚鱗癬における自然治癒機構の解明 清水 宏 皮膚科 7,800,000
補
委

日本学術
振興会

復帰変異モザイク表皮水疱症モデルマウスの作製
と新規遺伝子治療法の開発

清水 宏 皮膚科 18,330,000
補
委

日本学術
振興会

復帰変異モザイク（Revertant mosaicism）を応用
した先天性難治性皮膚疾患に対する自家培養表皮
シート療法

清水 宏 皮膚科 30,000,000
補
委

独立行政
法人医薬
基盤研究

クラススイッチ導入モノクローナル抗体を用いた
水疱性類天疱瘡の病態機序の解明

西江 渉 皮膚科 1,690,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：西江　渉 西江 渉 皮膚科 5,000,000
補
委

マルホ・高
木皮膚科
学振興財

免疫寛容が破綻し発症する画期的水疱性類天疱瘡
モデルの作成と応用

西江 渉 皮膚科 5,460,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：泉　健太郎 泉 健太郎 皮膚科 300,000
補
委

小西国際
交流財団

水疱性類天疱瘡におけるIgE自己抗体を介した紅斑
形成機序の解明

泉 健太郎 皮膚科 2,080,000
補
委

日本学術
振興会

復帰変異モザイクを応用したiPS細胞による表皮水
疱症の治療

藤田 靖幸 皮膚科 1,430,000
補
委

日本学術
振興会

ノンコーディングRNAによる角化調節メカニズムの
解明

乃村 俊史 皮膚科 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：乃村　俊史 乃村 俊史 皮膚科 500,000
補
委

秋山記念
生命科学
振興財団

奨学寄附金：医学研究資金：乃村　俊史 乃村 俊史 皮膚科 500,000
補
委

金原一郎
記念医学
医療振興

奨学寄附金：医学研究資金：柳 輝希 柳 輝希 皮膚科 1,000,000
補
委

安田記念
医学財団

奨学寄附金：医学研究資金：柳 輝希 柳 輝希 皮膚科 1,500,000
補
委

寿原記念
財団

奨学寄附金：医学研究資金：柳 輝希 柳 輝希 皮膚科 2,000,000
補
委

上原記念
生命科学

財団

奨学寄附金：医学研究資金：柳 輝希 柳 輝希 皮膚科 2,000,000
補
委

武田科学
振興財団



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名
研 究 者 氏

名
所  属  部

門
金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

補助元又は委
託元

（様式第3）

RHOシグナル経路制御分子群を用いた新規の膵癌分
子診断法および標的治療法の開発

三橋 智子 病理診断科 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

ＮＫＧ２ＤシステムによるｕＮＫ細胞制御と胎盤
形成の検討

大塚 紀幸 病理診断科 1,170,000
補
委

日本学術
振興会

肺血管壁肥厚を誘導する細胞周囲環境の解析と新
規バイオマーカーの探索

谷野 美智枝 病理診断科 1,820,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：田中　伸哉 田中 伸哉 病理診断科 200,000
補
委

伊藤医薬
学術交流

財団

ジスルフィド結合を介したタイト結合機能調節：
細胞増殖因子としての機能解明

田中 敏 病理診断科 2,080,000
補
委

日本学術
振興会

線量勾配を考慮した新しい線量分布解析法の確立 石川 正純
分子追跡放射
線医療寄附研

究部門
3,120,000

補
委

日本学術
振興会

確率論的LQモデルによる放射線治療効果予測法の
研究

鬼丸 力也
放射線医学分

野
2,730,000

補
委

日本学術
振興会

ヘリウム・陽子線ハイブリッド治療の研究開発 白土 博樹
放射線医学分

野
4,290,000

補
委

日本学術
振興会

微粒子腫瘍マーカとリアルタイム3次元透視を融合
した次世代高精度粒子線治療技術の開発

白土 博樹
放射線医学分

野
234,716,001

補
委

AMED

4D-CBCTと治療計画CTの容積マッチング法による
4D-IGRTの試み

清水 伸一
放射線治療医

学分野
3,120,000

補
委

日本学術
振興会

量子線手術（クオンタム・ビーム・サージェ
リー）と放射線照射後手術における治療術中の迅
速な判断・決定を支援するための診断支援機器・

清水 伸一
放射線治療医

学分野
20,003,254

補
委

AMED

低酸素癌を標的とした陽子線治療に関する研究 安田 耕一 放射線治療科 780,000
補
委

日本学術
振興会

低酸素細胞を有する原発性肺癌に対する動体追跡
放射線治療の研究

井上　哲也 放射線治療科 240,000
補
委

日本学術
振興会

Radiomicsを用いた肝癌に対する"個別化"陽子線治
療法の確立

加藤 徳雄 放射線治療科 1,170,000
補
委

日本学術
振興会

次世代の体幹部定位放射線治療を実現する動体追
跡回転照射の基盤技術開発

宮本 直樹 放射線治療科 4,420,000
補
委

日本学術
振興会

CBCT画像を用いた線量評価に基づく治療効果誘導
放射線治療技術の開発

高尾 聖心 放射線治療科 1,560,000
補
委

日本学術
振興会

イン・シリコ・サロゲートエンドポイントによる
術後陽子線治療の晩期有害事象の評価

木下 留美子 放射線治療科 650,000
補
委

日本学術
振興会

肺腫瘤における非侵襲的導電率イメージングシス
テム開発

タ キン キン 放射線診断科 2,600,000
補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：菊池　穏香 菊池 穏香 放射線診断科 300,000
補
委

公益財団
法人伊藤
医薬学術

心サルコイドーシス診断における包括的全身造影
CT検査および解析法の確立

真鍋 徳子 放射線診断科 1,300,000
補
委

日本学術
振興会

MRIを用いた頭頸部腫瘍の治療感受性マップおよび
高精度予後予測診断法の開発

藤間 憲幸 放射線診断科 650,000
補
委

日本学術
振興会

高齢者の体表観察ツールの開発による虐待への早
期介入

兵頭 秀樹 放射線診断科 130,000
補
委

日本学術
振興会



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名
研 究 者 氏

名
所  属  部

門
金   額

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

補助元又は委
託元

（様式第3）

動物モデルによる死後造影画像解析と組織学的検
討・死後画像診断への応用

兵頭 秀樹 放射線診断科 3,120,000
補
委

日本学術
振興会

乳癌の個別化治療に向けたMRIのRadiomics解析に
よる治療効果予測

加藤 扶美 放射線部 2,080,000
補
委

日本学術
振興会

O-17酸素MRIによる細胞内代謝の仮視化 工藤 與亮 放射線部 7,020,000
補
委

日本学術
振興会

QSMとVBMのハイブリッド撮像・解析による認知症
の早期診断MRI

工藤 與亮 放射線部 39,419,077
補
委

AMED

酸素の安定同位体O-17を用いた次世代MRI検査法の
開発

工藤 與亮 放射線部 60,000,000
補
委

AMED

マイクロカテーテルのカニュレーション難易度解
明と科学的トレーニングシステムの開発

曽山 武士 放射線部 1,040,000
補
委

日本学術
振興会

薬剤感受性試験結果に基づく抗ＭＲＳＡ薬治療の
最適化～菌血症治療効果改善の試み

鏡 圭介 薬剤部 350,000
補
委

日本学術
振興会

ベバシズマブ誘発性高血圧に対する降圧薬の効果
比較検討

高桑 志帆 薬剤部 300,000
補
委

日本学術
振興会

エピルビシンを用いた肝動脈化学塞栓術施行時の
制吐薬による消化器症状予防効果の評価

坂本 達彦 薬剤部 420,000
補
委

日本学術
振興会

抗MRSA薬ダプトマイシンによる骨格筋毒性回避の
ための基盤研究

山田 武宏 薬剤部 1,834,031
補
委

日本学術
振興会

MCTの機能・発現阻害に基づいたがん細胞の転移・
浸潤の抑制効果の検証

小林 正紀 薬剤部 1,100,000
補
委

日本学術
振興会

同種造血幹細胞移植後におけるダサチニブのＰＫ
／ＰＤ解析に基づく投与量の最適化

田澤 佑基 薬剤部 550,000
補
委

日本学術
振興会

マグネシウム投与時の腎臓内シスプラチン量減少
メカニズムの解明

齋藤 佳敬 薬剤部 550,000
補
委

日本学術
振興会

新しい唾液ｐH判定キットの開発 兼平　孝 予防歯科 227,666
補
委

日本学術
振興会

胸部悪性疾患に対する腫瘍特異的細径ナノ粒子を
用いた光線力学的治療法の確立

加藤 達哉
臨床研修セン

ター
694,942

補
委

日本学術
振興会

奨学寄附金：医学研究資金：加藤　達哉 加藤 達哉
臨床研修セン

ター
1,000,000

補
委

秋山記念
生命科学
振興財団

奨学寄附金：医学研究資金：加藤　達哉 加藤 達哉
臨床研修セン

ター
500,000

補
委

内視鏡医
学研究振
興財団

非小細胞肺がんの根治に向けた術後補助化学療法
後の新規ペプチドワクチン維持療法の開発研究の
試験解析実施・症例登録管理

加藤 達哉
臨床研修セン

ター
500,000

補
委

AMED「日
本医療研
究開発機

ナチュラルキラーT細胞活性化による慢性炎症制御
に基づく新たな心筋症治療の実用化

石森 直樹
臨床研修セン

ター
55,999,999

補
委

日本医療
研究開発

機構

橋渡し研究：新規医療技術の持続的創出を実現す
るｵｰﾌﾟﾝｱｸｾｽ型拠点形成

寳金 清博 病院長 164,800,000
補
委

日本医療
研究開発

機構
計　327



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における
所属

題名
雑誌名・

出版年月等
論文種別

1
Goudarzi H, Araki A, Itoh S, Sasaki S, Miyashita C,

Mitsui T, Nakazawa H,　Nonomura K, Kishi R
内科Ⅰ

The Association of Prenatal Exposure to Perfluorinated
Chemicals with Glucocorticoid and Androgenic Hormones in

Cord Blood Samples: The Hokkaido Study

Environ Health Perspect,
125(1):111-118(2017年1月)

Original Article

2

Ikezawa Y, Asahina H, Oizumi S, Watanabe M, Takamura
K,Kawai Y, Yamada N, Harada T, Kinoshita I, Fujita Y,
Miyauchi E, Ogi T, Amano T, Furuta M,　Sakakibara-

Konishi J, Nishihara H, Dosaka-Akita H, Isobe H,

内科Ⅰ
A randomized phase II trial of erlotinib vs. S-1 as a third- or

fourth-line therapy for patients with wild-type EGFR non-small
cell lung cancer (HOT1002)

Cancer Chemother Pharmacol, 80(5):
955-963(2017年11月)

Original Article

3
Ikezawa Y, Sakakibara-Konishi J, Mizugaki H, Oizumi S,

Nishimura M
内科Ⅰ

Inhibition of Notch and HIF enhances the antitumor effect of
radiation in Notch expressing lung cancer

Int J Clin Oncol, 22(1): 59-69(2017
年2月)

Original Article

4
Ikezawa Y, Shinagawa N, Sukoh N, Morimoto M, Kikuchi

H, Watanabe M, Nakano K, Oizumi S, Nhisimura M
内科Ⅰ

Usefulness of endobronchial ultrasonography with a guide sheath
and virtual bronchoscopic navigation for ground-glass opacity

lesions

Ann Thorac Surg, 103(2):470-
475(2017年2月)

Original Article

5

Kikuchi H, Sakakibara-Konishi J, Furuta M, Yokouchi H,
Nishihara H, Yamazaki S, Uramoto H, Tanaka F, Harada
M, Akie K, Sugaya F, Fujita Y, Takamura K, Kojima T,
Harada T, Higuchi M, Honjo O, Minami Y, Watanabe N,

内科Ⅰ Expression of Notch1 and Numb in small cell lung cancer
Oncotarget, 8(6):10348-10358(2017

年2月)
Original Article

6
Kimura H, Konno S, Makita H, Taniguchi N, Kimura H,
Goudarzi H, Shimizu K, Suzuki M, Shijubo N, Shigehara

K, Ono J, Izuhara K, Ito YM, Nishimura M
内科Ⅰ

Serum periostin is associated with body mass index and allergic
rhinitis in healthy and asthmatic subjects

Allergol Int, S1323-8930:30167-
3(2017年7月)

Original Article

7
Kimura H, Konno S, Nakamaru Y, Makita H, Taniguchi

N, Shimizu K, Suzuki M, Ono J, Ohta S, Izuhara K,
Nishimura M

内科Ⅰ
Sinus Computed Tomographic Findings in Adult Smokers and

Nonsmokers with Asthma. Analysis of Clinical Indices and
Biomarkers

Ann Am Thorac Soc, 14(3): 332-
341(2017年5月)

Original Article

8
Kimura H, Suzuki M, Konno S, Shindou H, Shimizu T,

Nagase T, Miyazaki T, Nishimura M
内科Ⅰ

Orchestrating role of apoptosis inhibitor of macrophage in the
resolution of acute lung injury

 J Immunol, 199: 3870-3882(2017年
12月)

Original Article

9
Konno S, Makita H, Suzuki M, Shimizu K, Kimura H,

Kimura H, Nishimura M
内科Ⅰ

Acute bronchodilator responses to β2-agonist and
anticholinergic agent in COPD: Their different associations with

exacerbation
Respir Med, 127:14-20(2017年6月) Original Article

10
Ohira H, Mc Ardle B, deKemp RA, Nery PB, Juneau D,
Renaud JM, Klein R, Clarkin O, MacDonald K, Leung

E,Nair G, Beanlands RS, Birnie D
内科Ⅰ

Inter-and Intra-observer agreement of FDG-PET/CT image
interpretation in patients referred for assessment of Cardiac

Sarcoidosis
J Nucl Med, 58(8): 1324-1329(2017) Original Article

11
Sakakibara-Konishi J, Ikezawa Y, Oizumi S, Kikuchi J,
Kikuchi E, Mizugaki H, Kinoshita I, Dosaka-Akita H,

Nishimura M
内科Ⅰ

Combined antitumor effect of γ-secretase inhibitor and ABT-
737 in Notch-expressing non-small cell lung cancer

Int J Clin Oncol, 22(2):257-
268(2017年4月)

Original Article

12
Shimizu K, Tsujino I, Sato T, Sugimoto A, Nakaya T,

Watanabe T, Ohira H, Ito Y, Nishimura M
内科Ⅰ

Performance of computed tomography-derived pulmonary
vasculature metrics in the diagnosis and haemodynamic

assessment of pulmonary arterial hypertension

Eur J Radiol, 96: 31-38(2017年11
月)

Original Article

13
Ohira H, Yoshinaga K, Manabe O, Oyama-Manabe N,

Tsujino I, Nishimura M, Tamaki N
内科Ⅰ

Clinical Application of 18F-fluorodeoxyglucose PET and LGE
CMR inCardiac Sarcoidosis

Ann Nucl Cardiol, 3(1):125-
130(2017)

Others

14

Atsumi T, Tanaka Y, Yamamoto K, Takeuchi T,
Yamanaka H, Ishiguro N, Eguchi K, Watanabe A, Origasa
H, Yasuda S, Yamanishi Y, Kita Y, Matsubara T, Iwamoto

M, Shoji T, Togo O, Okada T, van der Heijde D,

内科Ⅱ

Clinical benefit of 1-year certolizumab pegol (CZP) add-on
therapy to methotrexate treatment in patients with early

rheumatoid arthritis was observed following CZP discontinuation:
2-year results of the C-OPERA study, a phase III randomised

Ann Rheum Dis. 2017
Aug;76(8):1348-1356. doi:

10.1136/annrheumdis-2016-
210246. Epub 2017 Feb 2.

Original Article

15
Sakano R, Saito K, Kamishima T, Nishida M, Horie T,

Noguchi A, Kono M, Sutherland K, Atsumi T.
超音波センター

Power Doppler signal calibration in the finger joint between two
models of ultrasound machine: a pilot study using a phantom and

joints in patients with rheumatoid arthritis.

Acta Radiol. 2017 Oct;58(10):1238-
1244. doi:

10.1177/0284185116685923. Epub
2017 Jan 13.

Original Article

16
Atsumi T, Ando Y, Matsuda S, Tomizawa S, Tanaka R,

Takagi N, Nakasone A.
内科Ⅱ

Prodromal signs and symptoms of serious infections with
tocilizumab treatment for rheumatoid arthritis: Text mining of the

Japanese postmarketing adverse event-reporting database.

Mod Rheumatol. 2018
May;28(3):435-443. doi:

10.1080/14397595.2017.1366007.
Epub 2017 Sep 7.

Original Article

17
Atsumi T, Fujio K, Yamaoka K, Tomobe M, Kuroyanagi

K, Kameda H.
内科Ⅱ

Safety and effectiveness of subcutaneous tocilizumab in patients
with rheumatoid arthritis in a real-world clinical setting.

Mod Rheumatol. 2018 Jan 8:1-9.
doi:

10.1080/14397595.2017.1416760.
[Epub ahead of print]

Original Article

18

Yasuda S, Ohmura K, Kanazawa H, Kurita T, Kon Y,
Ishii T, Fujieda Y, Jodo S, Tanimura K, Minami M,
Izumiyama T, Matsumoto T, Amasaki Y, Suzuki Y,
Kasahara H, Yamauchi N, Kato M, Kamishima T,

内科Ⅱ

Maintenance treatment using abatacept with dose reduction after
achievement of low disease activity in patients with rheumatoid
arthritis (MATADOR) - A prospective, multicenter, single arm

pilot clinical trial.

Mod Rheumatol. 2017
Nov;27(6):930-937. doi:

10.1080/14397595.2017.1286714.
Epub 2017 Feb 16.

Original Article

19
Shimizu Y, Yasuda S, Kimura T, Nishio S, Kono M,

Ohmura K, Shimamura S, Kono M, Fujieda Y, Kato M,
Oku K, Bohgaki T, Fukasawa Y, Tanaka S, Atsumi T.

内科Ⅱ
Interferon-inducible Mx1 protein is highly expressed in renal
tissues from treatment-naïve lupus nephritis, but not in those

under immunosuppressive treatment.

Mod Rheumatol. 2018 Jul;28(4):661-
669. doi:

10.1080/14397595.2017.1404711.
Epub 2017 Nov 30.

Original Article

20

Amengual O, Forastiero R, Sugiura-Ogasawara M,
Otomo K, Oku K, Favas C, Delgado Alves J, Žigon P,

Ambrožič A, Tomšič M, Ruiz-Arruza I, Ruiz-Irastorza G,
Bertolaccini ML, Norman GL, Shums Z, Arai J,

内科Ⅱ
Evaluation of phosphatidylserine-dependent antiprothrombin

antibody testing for the diagnosis of antiphospholipid syndrome:
results of an international multicentre study.

Lupus. 2017 Mar;26(3):266-276.
doi: 10.1177/0961203316660203.

Epub 2016 Aug 20.
Review

21
Watanabe T, Oku K, Amengual O, Hisada R, Ohmura K,

Nakagawa I, Shida H, Bohgaki T, Horita T, Yasuda S,
Atsumi T.

内科Ⅱ
Effects of statins on thrombosis development in patients with

systemic lupus erythematosus and antiphospholipid antibodies.

Lupus. 2018 Feb;27(2):225-234.
doi: 10.1177/0961203317716787.

Epub 2017 Jun 28.
Original Article

22 Oku K, Amengual O, Yasuda S, Atsumi T. 内科Ⅱ
How to Identify High-Risk APS Patients: Clinical Utility and
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157

Others

366 T. Yanagi, K. Nagai, H. Shimizu and S. I. Matsuzawa 皮膚科
Melanoma antigen A12 regulates cell cycle via tumor suppressor

p21 expression
Oncotarget・2017・?・8・ 68448-

68459
Others

367
T. Yanagi, H. Nishihara, K. Fujii, M. Nishimura, A.

Narahira, K. Takahashi, H. Iwata, H. Hata, S. Kitamura,
K. Imafuku and H. Shimizu

皮膚科
Comprehensive cancer-related gene analysis reveals that active
KRAS mutation is a prognostic mutation in mycosis fungoides

J Dermatol Sci・2017・Dec・88・ 367-
370

Letter

368
N. Yoshimoto, H. Ujiie, Y. Hirata, K. Izumi, W. Nishie

and H. Shimizu
皮膚科 Bullous pemphigoid developed in a patient with prurigo nodularis

J Eur Acad Dermatol Venereol・
2017・Apr・31・ e187-e189

Letter

369
N. Yoshimoto, T. Yanagi, W. Matsumura, I. Ujiie, K.

Izumi, S. Ando, W. Nishie, K. Fujii, H. Nishihara and H.
Shimizu

皮膚科
Primary cutaneous diffuse large B-cell lymphoma presenting as a
solitary subcutaneous nodule with TP53 and FBXW7 mutations

Int J Dermatol・2017・Dec・56・
1459-1461

Others

370 Y. Fujimura, M. Watanabe, K. Natsuga and H. Shimizu 皮膚科 Acute vascular reaction due to lipo-prostaglandin E1
J Eur Acad Dermatol Venereol・

2018・Jul・32・ e273-e274
Letter

371
M. Kamaguchi, H. Iwata, H. Ujiie, K. Izumi, K. Natsuga,

W. Nishie, T. Asaka, Y. Kitagawa and H. Shimizu
皮膚科

Oral mucosa is a useful substrate for detecting autoantibodies of
mucous membrane pemphigoid

Br J Dermatol・2018・Feb・178・
e119-e121

Letter

372
M. Kamaguchi, H. Iwata, H. Ujiie, K. Natsuga, W. Nishie,

Y. Kitagawa and H. Shimizu
皮膚科

High expression of collagen XVII compensates for its depletion
induced by pemphigoid IgG in the oral mucosa

J Invest Dermatol・2018・Aug・138・
1707-1715

Original Article

373
M. Kamaguchi, H. Iwata, I. Ujiie, H. Ujiie, J. Sato, Y.

Kitagawa and H. Shimizu
皮膚科

Direct Immunofluorescence Using Non-Lesional Buccal Mucosa
in Mucous Membrane Pemphigoid

Front Med (Lausanne)・2018・?・5・20 Original Article

374
S. Kitamura, T. Yanagi, K. Imafuku, H. Hata and H.

Shimizu
皮膚科

Lipofuscin deposition causes the pigmentation of apocrine
hidrocystoma

J Dermatol・2018・Jan・45・ 91-94 Others

375
S. Kitamura, T. Yanagi, Y. Inamura-Takashima, K.

Imafuku, H. Hata, Y. Fujioka, Y. Ohba and H. Shimizu
皮膚科

Dermoscopic evaluation for skin grafts after surgery; neo-
vascularization correlates with survival of skin grafts: A

prospective study

J Dermatol Sci・2018・?・90・ 213-
216

Letter
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376
S. Kitamura, T. Yanagi, Y. Inamura-Takashima, K.

Imafuku, H. Hata, J. Uehara, Y. Ishida, A. Otsuka, K.
Hirata and H. Shimizu

皮膚科

Retrospective study on the correlation between 18-
fluorodeoxyglucose uptake in positron emission tomography-

computer tomography and tumour volume, cytological activity as
assessed with Ki-67 and GLUT-1 staining in 10 cases of Merkel

J Eur Acad Dermatol Venereol・
2018・Jul・32・ e285-e287

Letter

377
H. Kosumi, H. Iwata, H. Miyazawa, M. Tsujiwaki, Y. Mai,

S. Ando, T. Ito, K. Yamano and H. Shimizu
皮膚科 Dermoscopic features of tungiasis

J Eur Acad Dermatol Venereol・
2018・?・32・ e313-e314

Letter

378 H. Kosumi, H. Iwata, M. Tsujiwaki and H. Shimizu 皮膚科 Diagnosis at a Glance: Acquired Perforating Dermatosis
Diabetes Care・2018・Apr・41・ 911-

912
Others

379
H. Kosumi, W. Nishie, T. Sugai, E. Toyonaga, N.

Yoshimoto, H. Nakamura, R. Horibe, Y. Kitamura, H.
Nakatsumi and H. Shimizu

皮膚科
Ramucirumab-induced multiple haemangiomas of the skin: Two

case reports
Acta Derm Venereol・2018・?・98・

454-455
Case report

380
H. Kosumi, M. Watanabe, K. Natsuga, T. Miyauchi, C.

Shiiya, H. Ujiie and H. Shimizu
皮膚科

Sweet's syndrome mimicking anti-neutrophil cytoplasmic
antibodies-associated vasculitis

Am J Med・2018・?・131・ e241-e242 Others

381 H. Kosumi, T. Yanagi, K. Izumi, T. Ito and H. Shimizu 皮膚科
Unusual post-patch testing erythema: a late, granulomatous,

non-eczematous reaction to gold sodium thiosulphate
J Eur Acad Dermatol Venereol・

2018・Apr・32・ e126-e127
Letter

382
H. Kosumi, T. Yanagi, T. Maeda, T. Sugai, K. Imafuku,

H. Hata and H. Shimizu
皮膚科 Horn-like tumour on the dorsal hand Lancet Infect Dis・2018・Jun・18・696 Others

383
T. Maeda, K. Natsuga, W. Nishie, K. Yamashita and H.

Shimizu
皮膚科 Extensive eruptive syringoma after liver transplantation

Acta Derm Venereol・2018・?・98・
119-120

Others

384
T. Maeda, Y. Watabe, T. Yanagi, K. Imafuku, S.
Kitamura, H. Hata, T. Nomura and H. Shimizu

皮膚科 Dermoscopic features of Bednar tumor: Report of a case
J Dermatol・2018・Jul・45・ e179-

e180
Letter

385
S. Mai, Y. Fujita, T. Sugai, K. Imafuku, H. Hata, S.
Shinkuma, T. Nomura, N. Kawagishi and H. Shimizu

皮膚科 Apocrine mixed tumour on the abdomen: an atypical location
Eur J Dermatol・2018・?・28・ 234-

235
Others

386
Y. Mai, W. Nishie, K. Sato, M. Hotta, K. Izumi, K. Ito,

K. Hosokawa and H. Shimizu
皮膚科

Bullous Pemphigoid Triggered by Thermal Burn Under
Medication With a Dipeptidyl Peptidase-IV Inhibitor: A Case

Report and Review of the Literature
Front Immunol・2018・Apr・9・542 Case report

387
W. Matsumura, Y. Fujita, C. Nakayama, S. Shinkuma, S.

Suzuki, T. Nomura, R. Abe and H. Shimizu
皮膚科

Establishment of integration-free induced pluripotent stem cells
from human recessive dystrophic epidermolysis bullosa

keratinocytes

J Dermatol Sci・2018・?・89・ 263-
271

Others

388
H. Miyazawa, W. Nishie, H. Hata, K. Matsumura and H.

Shimizu
皮膚科 A severe case of mango dermatitis

J Eur Acad Dermatol Venereol・
2018・Apr・32・ e160-e161

Letter

389
H. Miyazawa, S. Shinkuma, Y. Yamaguchi, Y. Fujita, T.

Nomura and H. Shimizu
皮膚科 A solitary reddish nodule on the lower leg

Int J Dermatol・2018・Mar・57・ 276-
277

Others

390

H. Ujiie, K. Muramatsu, T. Mushiroda, T. Ozeki, H.
Miyoshi, H. Iwata, A. Nakamura, H. Nomoto, K. Y. Cho,
N. Sato, M. Nishimura, T. Ito, K. Izumi, W. Nishie and

H. Shimizu

皮膚科
HLA-DQB1*03:01 as a Biomarker for Genetic Susceptibility to

Bullous Pemphigoid Induced by DPP-4 Inhibitors
J Invest Dermatol・2018・May・138・

1201-1204
Letter

391 M. Watanabe, K. Natsuga, S. Shinkuma and H. Shimizu 皮膚科
Epidermal aspects of type VII collagen: Implications for

dystrophic epidermolysis bullosa and epidermolysis bullosa
acquisita

J Dermatol・2018・May・45・ 515-521 Review

392 T. Yanagi, S. Kitamura and H. Hata 皮膚科
Novel Therapeutic Targets in Cutaneous Squamous Cell

Carcinoma
Front Oncol・2018・?・8・79 Review

393
M. Zheng, H. Ujiie, K. Muramatsu, K. C. Sato-

Matsumura, T. Maeda, I. Ujiie, H. Iwata, K. Izumi, W.
Nishie and H. Shimizu

皮膚科
A possible association between BP230-type bullous pemphigoid

and dementia: a report of two cases in elderly patients
Br J Dermatol・2018・Jun・178・

1449-1450
Others

394 Saito T, Ikeda M, Hashimoto R, Iwata N 精神科神経科
Transethnic replication study to assess the association between
clozapine-induced agranulocytosis/granulocytopenia and genes

at 12p12.2 in a Japanese population.
Biol Psychiatry 82: e9-e10, 2017 Original Article

395

Hashimoto N, Ito YM, Okada N, Yamamori H, Yasuda Y,
Fujimoto M, Kudo N, Takemura A, Son S, Narita H,

Yamamoto M, Tha KK, Katsuki A, Ohi K, Yamashita F,
Koike S, Takahashi T, Nemoto K, Fukunaga M, Onitsuka

精神科神経科
The effect of duration of illness and antipsychotics on subcortical

volumes in schizophrenia: Analysis of 778 subjects.
Neuroimage Clin. 17:563-569.2017 Original Article

396
Hashimoto N, Toyomaki A, Miyamoto T, Miyazaki A,

Kuksumi I
精神科神経科

Olanzapine, blonanserin, and aripiprazole associated with
different frontostriatal reward system activation in patients with

schizophrenia.

Schizophr Res. S0920-9964(17),
30733-8, 2017

Original Article

397
Mitsui N, Nakai Y, Inoue T, Udo N, Kitagawa K,

Wakatsuki Y, KameyamaR, Toyomaki A, Ito MY, Kitaichi
Y, Nakagawa S, Kusumi I

精神科神経科
Association between suicide-related ideations and affective

temperaments in the Japanese general population.
PLoS One;12(6):e0179952,2017 Original Article

398
Toyomaki A, Koga M, Okada E, Nakai Y, Miyazaki A,

Tamakoshi A, Kiso Y, Kusumi I
精神科神経科

The relationship between a low grain intake dietary pattern
and impulsive behaviors in middle-aged Japanese people

PLoS One July 13, 1-9, 2017 Original Article

399
Toyomaki A, Hashimoto N, Kako Y, Murohashi H,

Kusumi I
精神科神経科

The Neural Responses to Feedback Information Produced by
Self-generated or Other-generated Decision Making and its

Impairment in Schizophrenia
PLoS One August 24, 1-14, 2017 Original Article

400
Toyoshima K, Fujii Y, Mitsui N, Kako Y, Asakura S,

Martinez-Aran A, Vieta E, Kusumi I
精神科神経科

Validity and reliability of the Cognitive Complaints in Bipolar
Disorder Rating Assessment (COBRA) in Japanese patients with

bipolar disorder.
Psychiatry Res. 254, 85-89, 2017 Original Article

401
Horinouchi T, Nishida K, Nakagami Y, Nakamura I, Aoki
N, Tanaka M, Suzuki M, Kuga H, Takeda M, Bhugra D,

Sartorius N
精神科神経科

Learning About the Management of Physical Illness During the
Postgraduate Training to Become a Good Psychiatrist.

Academic Psychiatry, 1-3, 2017 Others

402 Furuya S, Kawabori M (corresponding), et al. 脳神経外科
Serial Arterial Spin Labeling May Be Useful in Assessing the
Therapeutic Course of Cerebral Venous Thrombosis: Case

Reports.

Neurol Med Chir (Tokyo). 2017 Oct
15;57(10):557-561

Case report

403 Shichinohe H, Kawabori M, et al. 脳神経外科

Research on advanced intervention using novel bone marrOW
stem cell (RAINBOW): a study protocol for a phase I, open-label,

uncontrolled, dose-response trial of autologous bone marrow
stromal cell transplantation in patients with acute ischemic

BMC Neurol. 2017 Sep 8;17(1):179. Others

404
Kikutaro Tokairin, Toshiya Osanai, Takeo Abumiya, Ken

Kazumata, Kota Ono, Kiyohiro Houkin
脳神経外科

Regional transarterial hypothermic infusion in combination with
endovascular thrombectomy in acute ischaemic stroke with

cerebral main arterial occlusion: protocol to investigate safety of
the clinical trial

BMJ Open 2017;7:e016502.
doi:10.1136/bmjopen-2017-016502

（オンライン）
Others
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405 Osanai T, Hida K, Asano T, Seki T, Sasamori T, Houkin
K.

脳神経外科

Ten-Year Retrospective Study on the Management of Spinal
Arteriovenous Lesions: Efficacy of a Combination of

Intraoperative Digital Subtraction Angiography and Intraarterial
Dye Injection.

World Neurosurg. 2017
Aug;104:841-847.

Original Article

406
Shimbo D, Abumiya T, Kurisu K, Osanai T, Shichinohe
H, Nakayama N, Kazumata K, Nakamura H, Shimuzu H,

Houkin K.
脳神経外科

Superior Microvascular Perfusion of Infused Liposome-
Encapsulated Hemoglobin Prior to Reductions in Infarctions after

Transient Focal Cerebral Ischemia.

J Stroke Cerebrovasc Dis. 2017
Dec;26(12):2994-3003.

Original Article

407
Sugiyama T, Lama S, Gan LS, Maddahi Y, Zareinia K,

Sutherland GR
脳神経外科 Forces of Tool-Tissue Interaction to Assess Surgical Skill Level

JAMA Surg. 2018 Mar 1; 153(3):
234-242

Original Article

408 Sugiyama T, Gan LS, Zareinia K, Lama S, Sutherland GR 脳神経外科
Tool-Tissue Interaction Forces in Brain Arteriovenous

Malformation
World Neurosurg. 2017 Jun; 102:

221-228
Original Article

409
Hokari M, Nakayama N, Kazumata K, Osanai T,

Shichinohe H, Abumiya T, Houkin K.
脳神経外科

Surgical Outcome of Cerebral Aneurysm Clipping Treaded with
Immunosuppressants: Report of 11 Cases and Review of the

Literature Original Articles

Neurol Med Chir　・　2017 Mar　・
57(3): 122-127

Original Article

410 Hokari M, Nakayama, Shimoda Y, Houkin K 脳神経外科
Effect of headache on the pathological findings of unruptured

cerebral saccular aneurysms
World Neurosurg　・　2017 Jul　・

103: 431-441
Original Article

411 Gekka M, Nakayama N*, Uchino H, Houkin K 脳神経外科
Factors influencing cerebral aneurysm obliteration and reliability

of indocyanine green video-angiography
Acta Neurochir (Wien)　・　2017 Nov

・　160(2): 269-276
Original Article

412
Koganemaru S, Mikami Y, Maezawa H, Ikeda S, Ikoma K,

Mima T.
リハビリテーション科

Neurofeedback control of the human GABAergic system using
non-invasive brain stimulation.

Neuroscience. 1; 380: 38-48. 2018.
June

Original Article

413
Koganemaru S, Goto F, Arai M, Toshikuni K, Hosoya M,
Wakabayashi T, Yamamoto N, Minami S, Ikeda S, Ikoma

K, Mima T.
リハビリテーション科

Effects of vestibular rehabilitation combined with transcranial
cerebellar direct current stimulation in patients with chronic

dizziness: An exploratory study.

Brain stimulation 10(3) 576-578.
2017. May

Original Article

414
Koshino Y, Yamanaka M, Ezawa Y, Okunuki T, Ishida T,

Samukawa M, Tohyama H. リハビリテーション科
Coupling motion between rearfoot and hip and knee joints during

walking and
single-leg landing.

J Electromyogr Kinesiol.37:75-
83.2017

Original Article

415
Ueno R, Ishida T, Yamanaka M, Taniguchi S, Ikuta R,

Samukawa M, Saito H,
Tohyama H.

リハビリテーション科
Quadriceps force and anterior tibial force occur obviously later

than
vertical ground reaction force: a simulation study.

BMC Musculoskelet
Disord.18(1):467.2017

Original Article

416
Koshino Y, Ishida T, Yamanaka M, Samukawa M,

Kobayashi T, Tohyama H.
リハビリテーション科

Toe-inLanding Increases the Ankle Inversion Angle and Moment
During Single-Leg Landing:

Implications in the Prevention of Lateral Ankle Sprains.
J Sport Rehabil. 26(6):530-535.2017 Original Article

417
Nakatani M, Watari H, Mitamura T, Wang L, Hatanaka
Y, Hatanaka KC, Honda K, Nomura T, Nishihara H,

Tanaka S, Sakuragi N.
婦人科

The Anti-tumor Effect of Cabozantinib on Ovarian Clear Cell
Carcinoma In Vitro and In Vivo.

Anticancer Res. 2017
Nov;37(11):6125-6132.

Original Article

418

Watari H, Katayama H, Shibata T, Ushijima K, Satoh T,
Onda T, Aoki D, Fukuda H, Yaegashi N, Sakuragi N;

Gynecologic Cancer Study Group of the Japan Clinical
Oncology Group.

婦人科

Phase III trial to confirm the superiority of pelvic and para-aortic
lymphadenectomy to pelvic lymphadenectomy alone for

endometrial cancer: Japan Clinical Oncology Group Study 1412
(SEPAL-P3).

Jpn J Clin Oncol. 2017 Oct
1;47(10):986-990.

Original Article

419 Zhang Q, Dong P, Liu X, Sakuragi N, Guo SW. 婦人科
Enhancer of Zeste homolog 2 (EZH2) induces epithelial-

mesenchymal transition in endometriosis.
Sci Rep. 2017 Jul 28;7(1):6804. Original Article

420
Nio-Kobayashi J, Kudo M, Sakuragi N, Iwanaga T,

Duncan WC.
婦人科

Loss of luteotropic prostaglandin E plays an important role in the
regulation of luteolysis in women.

Mol Hum Reprod. 2017 May
1;23(5):271-281.

Original Article

421
Zhao G, Wang Q, Gu Q, Qiang W, Wei JJ, Dong P,

Watari H, Li W, Yue J.
婦人科

Lentiviral CRISPR/Cas9 nickase vector mediated BIRC5 editing
inhibits epithelial to mesenchymal transition in ovarian cancer

cells.

Oncotarget. 2017 Oct
17;8(55):94666-94680.

Original Article

422 Dong P, Xiong Y, Hanley SJB, Yue J, Watari H. 婦人科
Musashi-2, a novel oncoprotein promoting cervical cancer cell
growth and invasion, is negatively regulated by p53-induced

miR-143 and miR-107 activation.

J Exp Clin Cancer Res. 2017 Oct
26;36(1):150.

Original Article

423

Itamochi H, Oishi T, Oumi N, Takeuchi S, Yoshihara K,
Mikami M, Yaegashi N, Terao Y, Takehara K, Ushijima

K, Watari H, Aoki D, Kimura T, Nakamura T, Yokoyama
Y, Kigawa J, Sugiyama T.

婦人科
Whole-genome sequencing revealed novel prognostic biomarkers
and promising targets for therapy of ovarian clear cell carcinoma.

Br J Cancer. 2017 Aug
22;117(5):717-724.

Original Article

424
Xiong Y, Sun F, Dong P, Watari H, Yue J, Yu MF, Lan

CY, Wang Y, Ma ZB.
婦人科

iASPP induces EMT and cisplatin resistance in human cervical
cancer through miR-20a-FBXL5/BTG3 signaling.

J Exp Clin Cancer Res. 2017 Apr
11;36(1):48.

Original Article

425
Hayasaka I, Cho K, Akimoto T, Ikeda M, Uzuki Y,

Yamada M, Nakata K, Furuta I, Ariga T, Minakami H.
産科・周産母子センター

Genetic basis for childhood interstitial lung disease among
Japanese infants and children.

Pediatr Res. 2018 Feb;83(2):477-
483.

Original Article

426
Tamura N, Hanaoka T, Ito K, Araki A, Miyashita C, Ito
S, Minakami H, Cho K, Endo T, Sengoku K, Ogasawara

K, Kishi R.
産科・周産母子センター

Different Risk Factors for Very Low Birth Weight, Term-Small-
for-Gestational-Age, or Preterm Birth in Japan.

Int J Environ Res Public Health.
2018 Feb 21;15(2). pii: E369.

Original Article

427

Cho K, Yamada M, Agematsu K, Kanegane H, Miyake N,
Ueki M, Akimoto T, Kobayashi N, Ikemoto S, Tanino M,
Fujita A, Hayasaka I, Miyamoto S, Tanaka-Kubota M,
Nakata K, Shiina M, Ogata K, Minakami H, Matsumoto

産科・周産母子センター
Heterozygous Mutations in OAS1 Cause Infantile-Onset

Pulmonary Alveolar Proteinosis with Hypogammaglobulinemia.
Am J Hum Genet. 2018 Mar

1;102(3):480-486.
Original Article

428

Hanaoka T, Tamura N, Ito K, Sasaki S, Araki A, Ikeno T,
Miyashita C, Ito S, Minakami H, Cho K, Endo T, Baba T,
Miyamoto T, Sengoku K, Kishi R; other members of the
Hokkaido Study on Environment and Children’s Health.

産科・周産母子センター
Prevalence and Risk of Birth Defects Observed in a Prospective

Cohort Study: The Hokkaido Study on Environment and
Children's Health.

J Epidemiol. 2018 Mar 5;28(3):125-
132.

Original Article

429
Minatoya M, Sasaki S, Araki A, Miyashita C, Itoh S,

Yamamoto J, Matsumura T, Mitsui T, Moriya K, Cho K,
Morioka K, Minakami H, Shinohara N, Kishi R.

産科・周産母子センター
Cord Blood Bisphenol A Levels and Reproductive and Thyroid

Hormone Levels of Neonates: The Hokkaido Study on
Environment and Children's Health.

Epidemiology. 2017 Oct;28 Suppl
1:S3-S9.

Original Article

430
Umazume T, Hayasaka S, Kato F, Ishikawa S, Morikawa

M, Minakami H.
産科・周産母子センター

Sudden maternal hypoxemia during elective cesarean section in a
woman with placenta previa.

Clin Case Rep. 2017 Sep
2;5(10):1668-1671.

Case report

431
Morikawa M, Sugiyama T, Sagawa N, Hiramatsu Y,
Ishikawa H, Hamada H, Kameda T, Hara E, Toda S,

Minakami H.
産科・周産母子センター

Perinatal mortality in Japanese women diagnosed with gestational
diabetes mellitus and diabetes mellitus.

J Obstet Gynaecol Res. 2017
Nov;43(11):1700-1707.

Original Article

432
Braimoh TS, Kobayashi S, Sata F, Sasaki S, Goudarzi H,

Yila TA, Araki A, Miyashita C, Minakami H, Baba T,
Sengoku K, Kishi R.

産科・周産母子センター

Association of prenatal passive smoking and metabolic gene
polymorphisms with child growth from birth to 3years of age in

the Hokkaido Birth Cohort Study on Environment and Children's
Health.

Sci Total Environ. 2017 Dec
15;605-606:995-1002.

Original Article

433
Furuta I, Zhai T, Umazume T, Ishikawa S, Hosokawa A,

Kojima T, Chiba K, Yamada T, Morikawa M, Minakami H.
産科・周産母子センター Post-partum podocyturia following pre-eclamptic pregnancy.

J Obstet Gynaecol Res. 2017
Jun;43(6):1008-1013.

Original Article
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434
Yamamura M, Kojima T, Koyama M, Sazawa A, Yamada

T, Minakami H.
産科・周産母子センター Everolimus in pregnancy: Case report and literature review.

J Obstet Gynaecol Res. 2017
Aug;43(8):1350-1352.

Case report

435 Hosokawa A, Umazume T, Yamada T, Minakami H. 産科・周産母子センター
Maternal bradycardia occurring prior to onset of HELLP

syndrome in a woman with pre-eclampsia.
BMJ Case Rep. 2017 May 13;2017. Original Article

436
Deguchi M, Yamada H, Sugiura-Ogasawara M, Morikawa

M, Fujita D, Miki A, Makino S, Murashima A.
産科・周産母子センター

Factors associated with adverse pregnancy outcomes in women
with antiphospholipid syndrome: A multicenter study.

J Reprod Immunol. 2017
Aug;122:21-27.

Original Article

437
Tsujioka T, Sugiyama M, Ueki M, Tozawa Y, Takezaki S,
Ohshima J, Cho Y, Yamada M, Iguchi A, Kobayashi I and

Ariga T
小児科

Difficulty in the diagnosis of bone and joint pain associated with
pediatric acute leukemia; comparison with juvenile idiopathic

arthritis.
Mod. Rheumatol. 14, 1-6, 2017 Original Article

438
Igarashi Y, Uchiyama T, Minegishi T, Takahashi S,

Watanabe N, Kawai T, Yamada M, Ariga T and Onodera
M:

小児科
Single cell-based vector tracing in patients with ADA-SCID
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bleaching,

as evaluated using a novel hardness tester and a transverse
microradiography method.

Eur J Oral Sci 125(6):471-478,2017 Original Article

497

Aiichiro KATSUMATA,Tamaki KATSUMATA, Shuhei
HOSHIKA, Tomohiro HOSHIKA, Tomiko NISHITANI,

Takehiro YAJIMA, Tadasu SATO, Hiroyuki ICHIKAWA,
Hidehiko SANO, and Yoshihiro NISHITANI

歯冠修復科
Dentin Bond Strength of the Universal Adhesives using the

Colloidal Platinum Nanoparticles.
J Oral Tissue Engin 15(1):11-
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Umeda J, Kondoh K, Iiduka T, Sugaya T.
歯周・歯内療法科

Evaluation of tissue behavior on three-dimensional collagen
scaffold coated with carbon nanotubes and β-tricalcium

phosphate nanoparticles.

J Oral Tissue Engin, 15(3):123-130,
2017.

Original Article

505
Sugaya T, Tanaka S, Miyaji H, Shimoji S, Kudo M,

Takefu H, Washizu T
歯周・歯内療法科

Treatment of infected root canals with 4-META/MMA-TBB
resin.

Hokkaido J Dent, 38(special
issue):111-121, 2017.

Review

506
Nathanael AJ, Oyane A, Nakamura M, Sakamaki I,

Nishida E, Kanemoto Y, Miyaji H
歯周・歯内療法科

In vitro and in vivo analysis of mineralized collagen-based
sponges prepared by a plasma- and precursor-assisted

biomimetic process.

ACS Appl Mater Interfaces, 9(27),
22185-22194, 2017.

Original Article

507
Yamamoto M, Shitomi K, Miyata S, Miyaji H, Aota H,

Kawasaki H
歯周・歯内療法科

Bovine serum albumin-capped gold nanoclusters conjugating with
methylene blue for efficient 1O2 generation via energy transfer.

J Colloid Interface Sci, 510, 221-
227, 2018.

Original Article

508
Matsuda K, Nakamura S, Nonaka M, Mochizuki A,

Nakamura K, Iijima T, Yokoyama A, Funahashi M, Inoue
T.

義歯補綴科
Premotoneuronal inputs to early developing trigeminal

motoneurons
Journal of Oral Biosciences 59; 96-

103, 2017
Original Article

509 Ueda K, Takayama Y, Yokoyama A. 義歯補綴科
Minimization of dental implant diameter and length according to
bone quality determined by finite element analysis and optimized

calculation.
J Prosthodont Res 61;324-332, 2017 Original Article

510 Ishida K, Nogawa T, Takayama Y, Saito M, Yokoyama A. 義歯補綴科
Prognosis of double crown-retained removable dental prostheses

compared with clasp-retainedremovable dental prostheses: A
retrospective study

J Prosthodont Res 61; 268-275,
2017

Original Article

511 Kaga N, Akasaka T, Horiuchi R, Yoshida Y, Yokoyama A. 義歯補綴科
Cell adhesion and alignment of human osteoblasts and human

gingival fibroblasts on micro/nano-grooved gelatin sheet.
Digest Journal of Nanomaterials and
Biostructures 12; 431-440, 2017

Original Article

512
Fujii M, Yoneda A, Takei N, Sakai-Sawada K, Kosaka M,

Minomi K, Yokoyama A, Tamura Y.
義歯補綴科 secretion from and membrane type 1-matrix metalloproteinase

levels in hepatic stellate cells

J. Biol. Chem 292:15649-15660,
2017.

Original Article

513 Ishida K, Nogawa T, Takayama Y, Saito M, Yokoyama A. 義歯補綴科
Does Neuroticism Influence Oral Health-Related QOL in

Patients with Removable Partial Dentures?
JDR Clinical Translational Research

2:370-375, 2017
Original Article

514
Akasaka T, Miyaji H, Imamura T, Kaga N, Yokoyama A,

Yoshida Y.
義歯補綴科

Submicro-patterninig of curable dental materials by molding
methods: screening trial.

Dig J Nanomater Bios 12(2)281-292,
2017

Original Article

515 Yamaguchi T, Mikami S, Saito M, Okada K, Gotouda A 冠橋義歯補綴科
A newly developed ultraminiature wearable electromyogram

system useful for analyses of masseteric activity during the whole
day

J Prosthodont Res・2017・62・110-
115

Original Article

516
Kamaguchi M, Iwata H*, Ujiie H, Natsuga K, Nishie W,

Kitagawa Y, Shimizu H
口腔内科

High expression of collagen XVII compemsates its depletion
induced by pemphigoid IgG in the oral mucosa

J invest dermatol, in press Original Article

517
Kamaguchi M, Iwata H*, Ujiie I, Ujiie H, Sato J, Kitagawa

Y, Shimizu H
口腔内科

The direct immunofluorescence using non-lesional buccal mucosa
in mucous membrane pemphigoid

Front Med,8; 5:20, 2018 Original Article

518
Kamaguchi M, Iwata H*, Mori Y, Toyonaga E, Ujiie H,

Kitagawa Y, Shimizu H
口腔内科

Anti-idiotypic antibodies against BP-IgG prevent type XVII
collagen depletion

Front immunol,8:1669,2017 Original Article

519
Kamaguchi M, Iwata H*, Ujiie H, Izumi K, Natsuga K,

Nishie W, Asaka T, Kitagawa Y, Shimizu H
口腔内科

Oral mucosa is a useful substrate for detecting autoantibodies of
mucous membrane pemphigoid

Br J Dermatol, 178: e119-e121,2018 Original Article

520
Jehung JP, Kitamura T, Yanagawa-Matsuda A, Kuroshima
T, Towfik A, Yasuda M, Sano H, Kitagawa Y, Minowa K,

Shindoh M, Higashino F
口腔内科

Adenovirus infection induces HuR relocalization to facilitate virus
replication

Adenovirus infection induces HuR
relocalization to facilitate virus

replication
Original Article
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521 Suzuki S, Arima T, Kitagawa Y, Svensson P, Castrillon E 口腔内科
Influence of glutamate-evoked pain and sustained elevated

muscle activity on blood oxygenation in the human masseter
muscle

Eur J Oral Sci. 2017
Dec;125(6):453-462. doi:
10.1111/eos.12383. 2017

Original Article

522
Sato J, Kitagawa Y, Watanabe S, Asaka T, Ohga N,

Hirata K, Shiga T, Satoh A, Tamaki N
口腔内科

Hypoxic volume evaluated by <sup>18</sup>F-
fluoromisonidazole positron emission tomography (FMISO-PET)
may be a prognostic factor in patients with oral squamous cell

carcinoma: preliminary analyses

Int J Oral Maxillofac Surg. 2018
May;47(5):553-560. doi:

10.1016/j.ijom.2017.09.007. Epub
2017

Original Article

523
Yu W, Zhao S, Zhao Y, Fatema CN, Murakami M,

Nishijima KI, Kitagawa Y, Tamaki N, Kuge Y
口腔内科

Changes in tumor oxygen state after sorafenib therapy evaluated
by 18F-fluoromisonidazole hypoxia imaging of renal cell

carcinoma xenografts

Oncol Lett. 2017 Aug;14(2):2341-
2346. doi: 10.3892/ol.2017.6371.

Epub 2017
Original Article

524
Sato J, Kitagawa Y, Watanabe S, Asaka T, Ohga N,
Hirata K, Okamoto S, Shiga T, Shindoh M, Kuge Y,

Tamaki N
口腔内科

F-Fluoromisonidazole positron emission tomography (FMISO-
PET) may reflect hypoxia and cell proliferation activity in oral

squamous cell carcinoma

Oral Surg Oral Med Oral Pathol Oral
Radiol. 2017 Sep;124(3):261-270.
doi: 10.1016/j.oooo.2017.05.506.

Epub 2017

Original Article

525
Miyakoshi M, Sato J, Wada M, Yoshikawa K, Murata T,

Taishi Y, Kitamori S, Kitagawa Y
口腔内科

Possible cases of dental treatment-associated death under local
anesthesia in Japan

 A review of the literature JOMSMP
in press　2017

Original Article

526
Nakazawa S, Okada K, Matsushita T, Hegozaki S, Sakata

K, Kitagawa Y, Yamazaki.Y
口腔内科

Effectiveness of Rikkosan gargling in patients with burning mouth
syndrome

Traditional & Kampo Medicine, in
press, 2017

Original Article

527
Torii C, Hida Y, Shindoh M, Akiyama K, Ohga N, Maishi
N, Ohiro Y, Ono M, Totsuka Y, Kitagawa Y, Tei K, Sato

Y, Hida K
口腔内科

Vasohibin-1 as a Novel Prognostic Factor for Head and Neck
Squamous Cell Carcinoma

Anticancer Res. 2017
Mar;37(3):1219-1225

Original Article

528
Hojo T, Maishi N, Towfik AM, Akiyama K, Ohga N,
Shindoh M, Hida Y, Minowa K, Fujisawa T, Hida K

口腔内科
ROS enhance angiogenic properties via regulation of NRF2 in

tumor endothelial cells
Oncotarget May 2. doi:

10.18632/oncotarget.17567, 2017
Original Article

529
Hida K, Kawamoto T, Maishi N, Morimoto M, Akiyama K,

Ohga N, Shindoh M, Shinohara N, Hida Y
口腔内科

miR-145 Promoted Anoikis Resistance in Tumor Endothelial
Cells

J Biochem doi: 10.1093/jb/mvx033,
2017

Original Article

530
Murata T, Iwadate M, Takizawa Y, Miyakoshi M, Hayase

S, Yang W, Cai Y, Yokoyama S, Nagashima K,
Wakabayashi Y, Zhu J, Kimura S

口腔内科
An Adult Mouse Thyroid Side Population Cell Line that Exhibits

Enriched Epithelial-Mesenchymal Transition
Thyroid 27(3): 460-474, 2017 Original Article

531
Yoshikawa.K Onodera.M Kitagawa.Y Satoh.A Sato.J

Kitamura.T Shiga.T Watanabe.S,Tamaki.N
口腔内科

Clinical possibility of baseline FDG-PET SUVmax as a prognostic
factor in patients with head and neck non-Hodgkin’s lymphoma

A preliminary study. JOMSMP in
press 2018

Original Article

532
Ishikawa K, Yamamoto Y, Furukawa H, Ohiro Y, Satoh

A, Hayashi T
口腔内科

 Long-Term Changes in Bone Height After Mandibular
Reconstruction Using a Free Fibula Graft in an Elderly

Population

J Oral Maxillofac　Surg　75(12):
2682-2688,　2017

Original Article

533
Morimoto.M Ohga.N. Kashima.Y Asaka.T Sato.J

Kitagawa.Y
口腔内科

Simultaneous analysis of interleukin levels in saliva and blood by
cytometric bead analysis.

Oral science in Japan 2017; 19-22,
2017

Others

534
Kamaguchi M, Sato J, Asaka T, Ohga N, Satoh C, and

Kitagawa Y
口腔内科

A case of bullous pemphigoid with initial symptom on the oral
mucosa

Oral science in Japan 2017; 49-50,
2017

Others

535
Ohga N, Sato J, Asaka T, Morimoto M, Yamazaki Y,

Kitagawa Y
口腔内科

Successful conservative treatment of jaw osteonecrosis caused by
denosumab in patients with multiple bone metastasis

J Oral Sci. 2018;60(1):159-162.
2018

Case report

536 Yoshikawa.K, Ohga.N, Satoh.C, Sato.J, Kitagawa.Y 口腔内科
Surgical extrusion of completely impacted mandibular second

molars: A technical case report with 3 years clinical and
radiographic follow-up

JOMSMP in press 2018 Case report

537
Shimizu R, Ohga N, Miyakoshi M, Asaka T, Sato J,

Kitagawa Y:
口腔内科

Unusual maxillary osteoblastic and osteolytic lesions presenting
as an initial manifestation of childhood acute myeloid leukemia: A

case report

Quintessence Int.48(2):149-153.
doi: 10.3290/j.qi.a37383. 2017

Case report

538
Kamaguchi M, Iwata H, Ujiie I, Ohga N, Kitagawa Y,

Shimizu H
口腔内科

Mucosal substrates successfully identify the autoantigen in a case
of mucous membrane pemphigoid

J Dtsch Dermatol Ges, in press 2018 Case report

539
Sakata K, Yamazaki Y, Kuroshima T, Ohga N, Satoh C,

Sakakibara N, Kitagawa Y
口腔内科

A case of subcutaneous panniculitis-like T-cell lymphoma of the
cheek

JOMSMP 29(5):427-477,2017 Case report

540
Yoshikawa K, Sato J, Yamashita E, Ohga N, Asaka T,

Kitagawa Y
口腔内科

Rapid internal root resorption of the permanent incisor teeth
after trauma: a case report

Hokkaido J. Dent. Sci 38 (2): 243-6,
2018

Case report

541
Sato J, Kitagawa Y, Asaka T, Ohga N, Yamashita E,

Nakamura Y, Satoh C
口腔内科

Current international consensus on burning mouth syndrome;
systematic review of recent review articles

Hokkaido J. Dent. Sci 38 (special
issue): 104-107, 2017

Review

542
Hikone K, Hasegawa T, Tsuchiya E, Hongo H, Sasaki M,
Yamamoto T, Kudo A, Oda K, Haraguchi M, de Freitas

PHL, Li M, Iida J, Amizuka N
矯正歯科

Histochemical examination on periodontal tissues of Klotho-defi
cient mice fed with phosphate insufficient diet

Journal of Histochemistry and
Cytochemistry, April 2017, 65(4):

207-221
Original Article

543
Shoman K, Sato Y, Nishikawa E, Kudo Y, Yamamoto T,

Iida J
矯正歯科

Evaluation of the effectiveness of intermittent mechanical
pressure with short loading duration: new type of intermittent

force for orthodontic treatment

European Journal of Orthodontics,
June 2017, 39(3): 264-269

Original Article

544
Yamagata S, Yamamoto T, Sato Y, Ushijima N, Abe S,

Akasaka T, Yoshida Y, Iida J
矯正歯科

Y2O3:Eu3+ phosphors by homogeneous precipitation and
subsequent calcination at varied temperatures for orthodontic

adhesives

Nano Biomedicine, June 2017, 9(1):
15-22

Original Article

545 Saito F, Kajii TS, Oka A, Ikuno K, Iida J 矯正歯科
Genome-wide association study for mandibular prognathism using

microsatellite and pooled DNA method

American Journal of Orthodontics
and Dentofacial Orthopedics,

September 2017, 152(3), 382-388
Original Article

546
Bando Y, Nakanishi K, Abe S, Yamagata S, Yoshida Y,

Iida J
矯正歯科

Electric charge dependence of controlled dye-release behavior in
glass ionomer cement containing nano-porous silica particles

Journal of Nanoscience and
Nanotechnology, January 2018,

18(1), 75-79
Original Article

547
Takenawa T, Kanai T, Kitamura T, Yoshimura Y, Sawa Y,

Iida J
矯正歯科

Expression and Dynamics of podoplanin in cultured osteoblasts
with mechanostress and mineralization stimulus

Acta Histochemica et Cytochemica,
January 2018, 51(1), 41-52

Original Article

548
Yoshimura Y, Kikuiri T, Hasegawa T, Matsuno M,

Minamikawa H, Deyama Y, Suzuki K
小児・障害者歯科

How much medium do you use for cell culture? Medium volume
influences mineralization and osteoclastogenesis in vitro.

Mol Med Rep 16(1):429-434, 2017 Original Article

549
Nakamura K, Nakanishi K, Bando Y, Hasebe A, Hyono

A, Abe S, Shibata K, Yoshida Y, Iida J, Yawaka Y
小児・障害者歯科

Charge and Controlled Release of Epigallocatechin Gallate by
Glass Ionomer Cement Containing Nanoporous Silica Particles.

Nano Biomed 9:29-34, 2017. Original Article
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550

Hasegawa T, Yamamoto T, Tsuchiya E, Hongo H, Tsuboi
K, Kudo A, Abe M, Yoshida T, Nagai T, Khadiza N,

Yokoyama A, Oda K, Ozawa H, Freitas de PHL, Li M,
Amizuka N

小児・障害者歯科
Ultrastructural and biochemical aspects of matrix vesicle-

mediated mineralization.
Hokkaido J Dent Sci 38(Special

issue):34-39, 2017.
Review

551
Takahashi S, Uekita H, Kato T, Yuge F, Takebuchi R,

Taniwaki H, Domon T
小児・障害者歯科

Histological aspect of the effects of soft food on major salivary
glands.

Hokkaido J Dent Sci 38(Special
issue):34-39, 2017.

Review

552
Amizuka N, Hasegawa T, Yamamoto T, Mae T, Qiu Z,

Kudo A, Abe M, Zhao S, Nagai T, Yokoyama A, Khadiza
N, Haraguchi M, Yamamoto T, de Freitas PHL, Li M.

小児・障害者歯科
Cellular function of osteocytes in normal and αklotho-deficient

mice.
Hokkaido J Dent Sci 38(Special

issue):56-62, 2017.
Review

553
Yawaka Y, Toyota Y, Hisada A, Maeda A, Inoue S,

Yoshihara T
小児・障害者歯科

Root canal treatment of traumatized permanent teeth with
external root resorption.

Hokkaido J Dent Sci 38(Special
issue):122-129, 2017.

Review

554
H Kameda, K Kudo, T Matsuda, T Harada, Y Iwadate, I
Uwano, F Yamashita, K Yoshioka, M Sasaki, H Shirato

歯科放射線科
Improvement of the repeatability of parallel transmission at 7T

using interleaved acquisition in the calibration scan.
J Magn Reson Imaging 48(1) : 94-

101，2017.12
Original Article

555
Hojo T, Maishi N, Alam Mohammad Towfik, Akiyama K,

Ohga N, Shindoh M, Hida Y, Minowa K, Fujisawa T, Hida
K

歯科麻酔科
ROS enhance angiogenic properties via regulation of NRF2 in

tumor endothelial cells
Oncotaget, 2017 July, 8 (28):

45484-45495
Original Article

556
Kobayashi K, Okada K, Ozaki K, Yamazaki Y, Notani K,

Inoue N
高齢者歯科

Development of a technical aid for occlusal adjustment during
dental treatment under general anesthesia.

Hokkaido J Dent Sci 38(special
issue): 144-150, 2017

Original Article

557
Nakazawa S, Okada K, Matsushita T, Hegozaki S, Sakata

KI, Kitagawa Y, Yamazaki Y
高齢者歯科 Effectiveness of rikkosan gargling for burning mouth syndrome.

Traditional & KAMPO MEDICINE
4(2): 121-123, 2017

Original Article

558
Asaka T, Ohga N, Yamazaki Y, Sato J, Satoh C, Kitagawa

Y
口腔内科

Platelet-rich fibrin may reduce the risk of delayed recovery in
tooth-extracted patients undergoing oral bisphosphonate

therapy: a trial study.

Clin Oral Investig 21(7): 2165-2172,
2017.

Original Article

559
Sakata KI, Yamazaki Y, Kuroshima T, Ohga N, Sato C,

Sakakibara N, Kitagawa Y
口腔内科

A case of subcutaneous panniculitis-like T-cell lymphoma of the
cheek.

J Oral Maxillofac Surg Med Pathol.
29(5): 472-477, 2017.

Original Article

560
Miyata S, Miyaji H, Kawasaki H, Nishida E, Shitomi K,

Akasaka T, Tanaka S, Iizuka T, Sugaya T
口腔総合治療部

Antibacterial and cytotoxic effects of photoexcited Au clusters
via blue high-power or white low-power light-emitting diode

irradiation.
Biol Eng Med 2(4): 1-4, 2017. Original Article

561
Sugaya, T, Tanaka S, Miyaji H, Shimoji S, Kudo M,

Takefu H, Washizu T
口腔総合治療部

Treatment of infected root canals with 4-META/MMA-TBB
resin.

Hokkaido J Dent Sci 38(Special
Issue): 111-121, 2017.

Review

562 Iida S 口腔総合治療部
Long term follow up of prosthetic treatment for cleftlip and palate

patients in Hokkaido University Hospital.
Hokkaido J Dent Sci 38(Special

Issue): 140-143, 2017.
Review

563
Yoshida Y, Inoue S, Tamai M, Abe S, Akasaka T,

Yoshihara K, Van Meerbeek B
口腔総合治療部

Interfacial interactions of bioadhesive materials with human hard
tissues.

Hokkaido J Dent Sci 38(Special
Issue): 86-98, 2017.

Review

564
Ooi K, Inoue N, Matsushita K, Yamaguchi H, Mikoya T,

Minowa K, Kawashiri S, Nishikata S, Tei K
口腔外科

Incidence of anterior disc displacement without reduction of the
temporomandibular joint in patients with dentofacial deformity

Int J Oral Maxillofac Surg 47: 505-
510, 2018

Original Article

565
Takahashi S, Uekita H, Kato T, Yuge F, Takebuchi R,

Taniwaki H, Domon T
高次口腔医療センター

Histological aspect of the effects of soft food on major salivary
glands

 Hokkaido J Dent Sci 38 (Special
issue): 34-39, 2017

Review

566
Iida J, Kaneko T, Nakanishi (Ohtsuka) M, Yoshizawa S,

Yamamoto T, Sato Y
高次口腔医療センター Lip incompetence and myofunctional therapy

Hokkaido J Dent Sci 38 (Special
issue): 130-135, 2017

Review

567 Kaneko T, Mikoya T 高次口腔医療センター Application of poly CDME (PCDME) gel to the palatal plate
 Hokkaido J Dent Sci 38 (Special

issue): 136-139, 2017
Review

568 Arima T 高次口腔医療センター Bruxism - Association to jaw-muscle pain
Hokkaido J Dent Sci 38 (Special

issue): 164-171, 2017
Review

569
Yamada T, Matsuzawa Y, Sogabe I, Donen M, Tei K,

Mikoya T
口腔外科

A rare case of glial choristoma of the tougue associated with cleft
palate

Oral sci int 15:22-26, 2018 Case report

570

Ishiguro N, Koseki N, Kaiho M, Ariga T, Kikuta H,
Togashi T, Oba K, Morita K, Nagano N, Nakanishi M,

Hara K, Hazama K, Watanabe T, Yamanaka T, Sasaki S,
Furuyama H, Shibata M, Shida S, Ishizaka A, Tabata Y,

感染制御部

Therapeutic efficacy of azithromycin, clarithromycin, minocycline
and tosufloxacin against macrolide-resistant and macrolide-
sensitive Mycoplasma pneumoniae pneumonia in pediatric

patients.

PLoS One. 2017 Mar
13;12(3):e0173635. doi:

10.1371/journal.pone.0173635.
eCollection 2017.

Original Article

571

Ishiguro N, Koseki N, Kaiho M, Ariga T, Kikuta H, Oba
K, Togashi T, Morita K, Inagawa A, Okamura A,

Yamazaki S, Shida S, Konno M, Kawamura N, Ishizaka A,
Takada K, Tsubakihara K, Nagano N, Shibata M,

感染制御部

Clinical effectiveness of four neuraminidase inhibitors
(oseltamivir, zanamivir, laninamivir, and peramivir) for children

with influenza A and B in the 2014-2015 to 2016-2017 influenza
seasons in Japan.

J Infect Chemother. 2018
Jun;24(6):449-457. doi:

10.1016/j.jiac.2018.01.013. Epub
2018 Feb 24.

Original Article

572 Kakuguchi W, Ohiro Y, Matsushita K, Tei K 口腔外科
Developing and using a transparent resin based 3D model for

visualization of intraosseous tumour. 
 Br J Oral Maxillofac Surg・2017・

55(4)・431-432
Letter

573
Ishikawa K, Yamamoto Y, Furukawa H, Ohiro Y, Satoh A

and Hayashi T
口腔外科

Long-term changes in bone height after mandibular
reconstruction using free fibula graft in an elderly population.

J Oral and Maxillofacial Surgery ・
2017年5月・75(12)・2682-2688

Original Article

574 Yahara M, Tei K, Tamura M 口腔外科
Inhibition of neuropeptide Y Y1 receptor induces osteoblast

differentiation in MC3T3‐E1 cells.
MOL MED REP・2017年6月・16・

2779-2784
Original Article

575 Matsushita K 口腔外科 Length-Marked Osteotome for Secure Le Fort I Osteotomy.

J. Maxillofac. Oral. Surg. ・2018年2
月・

https://doi.org/10.1007/s12663-
018-1090-7

Original Article 計575件

(注)

6　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

1　　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合
には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

2　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講
座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特
定機能病院に所属している場合に限る。）

3  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とする。

4　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

5　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況  

① 倫理審査委員会の設置状況 ○有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 ○有・無 

・ 手順書の主な内容 

 北海道大学病院で実施される臨床研究が「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に適

合して運用されるために「北海道大学病院における臨床研究の取扱いに関する指針」を整備し

、臨床研究の分類と担当する委員会、審査に関する手順を定めている。手順書では総則、総長

の責務等、病院長の責務等、自主臨床研究審査委員会の責務等、自主臨床研究責任者の責務等、

自主臨床研究事務局、個人情報等、研究に係る試料及び情報等の保管の8章72条の手順を規定し

ている。 

 研究責任者は、該当する審査委員会に審査を受けるための申請を行うこととし、研究者がい

ずれの審査を受けるべきか判断に苦慮する場合は、本院自主臨床研究委員会事務局へ問い合わ

せることとなっている。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

(2)利益相反を管理するための措置  

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の設置状況 

○有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有・無 

・規定の主な内容 

「北海道大学病院における臨床研究に係る利益相反マネジメント内規」及び「北海道大学病院

における臨床研究に係る利益相反ポリシー」を整備し、本院において実施する臨床研究に係る

利益相反の適切な管理、審査及び指導等について必要な事項を定めている。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の開催状況 

年１回 

 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 (3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施  

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年５回 

 ・研修の主な内容 

【タイトル】人を対象とする医学系研究の倫理指針改正について 

【目的】特定臨床研究を実施する際に必要となる知識に関する教育 

【対象者】特定臨床研究を実施する者および支援する者 

【研修内容】 

・臨床研究を取り巻く世の中と本院の動向 

・個情法改訂に伴う指針改正・本院における指針改正に伴う対応 

【実施日】2017 年 4 月 12 日、2017 年 4 月 20 日 

 

【タイトル】人を対象とする医学系研究の倫理指針改正について 

【目的】特定臨床研究を審査する際に必要となる知識に関する教育 

【対象者】特定臨床研究を審査する委員会の委員およびその事務に従事する者 

【研修内容】 

・臨床研究指針と臨床研究法案 

・臨床研究倫理指針改正のポイント 

・委員会審査上での視点 

・改正指針への対応 

【実施日】2017 年 5 月 18 日 

 

【タイトル】人を対象とする医学系研究の倫理指針改正について 

【目的】特定臨床研究を審査する際に必要となる知識に関する教育 

【対象者】特定臨床研究を審査する委員会の委員およびその事務に従事する者 

【研修内容】 

・「人を対象とする医学系研究の倫理指針」における用語の定義 

【実施日】2017 年 6 月 15 日 

 

【タイトル】人を対象とする医学系研究の倫理指針改正について 

【目的】特定臨床研究を審査する際に必要となる知識に関する教育 

【対象者】特定臨床研究を審査する委員会の委員およびその事務に従事する者 

【研修内容】 

・「人を対象とする医学系研究の倫理指針」におけるインフォームド・コンセント等の手続き 

【実施日】2017 年 8 月 3 日 

 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 



(様式第 4)  

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

当院は北海道の「最後の砦病院」として高度先進医療を実践するとともに、医育大学として初期

臨床研修医のほか、各領域の後期研修医（専攻医）や専門医・指導医資格取得者、さらに国外の

医師免許取得者（臨床修練医）に対する高度医療技術の維持・習得を目指し、様々な研修を行っ

ています。教育資源としては、大学病院に特有の稀少症例や難治症例に加えて、北海道内の関連

病院と連携して多様な臨床経験ができる様、各領域で研修体制を整備しています。このような体

制のもと、全人的な診療能力を有する専門医を育成するとともに、リサーチマインドを涵養する

ため、大学院での研究活動を推奨し、新たな診断治療法の開発をすすめています。 

 

平成30年度から新専門医制度が導入され、当院では総合診療科を除く18の基本領域において基幹

施設として研修専門委員会を設置し、専門医制度整備指針に則って専門研修プログラムを取りま

とめました。初期臨床研修修了後は、各科専門研修プログラムに沿って、当院および研修連携施

設において臨床研修を行なって所定の修了要件を満たしますと、各基本領域の専門医資格試験を

受験することが可能になります。尚、専門研修プログラムは、女性医師など専攻医の多彩な背景

やニーズを考慮して多様な研修が行える様、配慮されています。 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数       657人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

秋田 弘俊 腫瘍内科 教授 ３７ 年 内科 

長 和俊 産科 准教授 ３２ 年 小児科 

清水 宏 皮膚科 教授 ３９ 年 皮膚科 

久住 一郎 精神科神経科 教授 ３４ 年 精神科 

松居 喜郎 循環器・呼吸器外科 教授 ３８ 年 外科 

岩﨑 倫政 整形外科 教授 ３０ 年 整形外科 

渡利 英道 産婦人科 教授 ２８ 年 産婦人科 

石田 晋 眼科 教授 ２７ 年 眼科 

本間 明宏 耳鼻咽喉科 教授 ２９ 年 耳鼻咽喉科 

篠原 信雄 泌尿器科 教授 ３４ 年 泌尿器科 

寳金 清博 脳神経外科 教授 ３９ 年 脳神経外科 

白土 博樹 放射線治療科 教授 ３７ 年 放射線科 

森本 裕二 麻酔科 教授 ３２ 年 麻酔科 

松野 吉宏 病理診断科 教授 ３３ 年 病理 

豊嶋 崇徳 血液内科 教授 ３３ 年 臨床検査（H31年度は受

入休止） 

早川 峰司 救急科 講師 ２１ 年 救急 

山本 有平 形成外科 教授 ３４ 年 形成外科 

生駒 一憲 リハビリテーション科 教授 ３５ 年 リハビリテーション 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4)  

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 別紙のとおり 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 別紙のとおり 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 無し 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



1　医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況 別紙

研　修　名　等 目　的　等

1
インスリン安全管理講習会「平成29年度のインシデントを振り返って」
糖尿病ケアサポートチーム

糖尿病診療に携わる看護師等を対象に年１回，研修を行
いインスリンに係る基本的な知識を習得させることを目
的とする。

年1回 100名

2 急変シミュレーション（循環器内科）
病棟入院患者の急変時対応について、スタッフ全員で確
認し、シミュレーションする

年2回 20名

3 心臓リハビリテーション急変時シミュレーション
心臓リハビリテーション中に患者が万一急変した場合に
備えて、関係者でシミュレーションを行い、適切かつ迅
速に対応できるようにするため

年1回 30名

4 胎児心拍数モニタリング（産科）
産科診療に携わる新人助産師・看護師等を対象に年１
回，研修を行い胎児心拍数モニタリングの判読に係る基
本的な知識を習得させることを目的とする。

年1回 10名

5 双胎妊娠の管理（産科）
産科診療に携わる新人助産師・看護師等を対象に年１
回，研修を行い双胎妊娠の管理の判読に係る基本的な知
識を習得させることを目的とする。

年1回 10名

6
新生児蘇生法講習（インストラクター・フォローアップ・コース）（周産母
子センター）

新生児蘇生法講習の指導者の知識・技術の向上と定着 年1回 32名

7
新生児蘇生法講習（インストラクター養成・コース）（周産母子セン
ター）

新生児蘇生法講習の指導者の養成 年1回 10名

8 新生児蘇生法講習（一般コース）（周産母子センター） 新生児蘇生法講習の標準的な知識と技術の習得 年2回 89名

9 機能画像診断セミナー（核医学教室）
画像診断に関する知識の習得。大学院講義の単位取得も
認める

年6回 20名

10 核医学特別セミナー（核医学教室）
国際的に著名な核医学の専門家の講義を受け、指導を受
けることにより、専門的、最先端の知識を得られる。

年2回 10名

11
北海道ＰＥＴ研究会
（北大核医学教室）

PETに関する正しい理解と高度な知識の習得、検査技術
の向上等

年1回 100名

12
平成29年度 病理部オリエンテーション
（病理部/病理診断科）

病理・細胞診断業務に携わる医師・臨床検査技師・事務
職員等を対象に毎年１回，研修を行い、最新の関連マ
ニュアルの確認および基本的な知識を習得させることを
目的とする。

年1回 30名

13
CAP-PIP2017検討会
（病理診断科）

病理診断に関わる標準的診断基準や稀少例についての新
しい知識を学ぶ。

年2回 11名

14
病理医養成研修会
（病理診断科）

多くの経験をもつ各領域の病理専門家から、病理・細胞
診断に関わる標準的診断基準や稀少例についての新しい
知識や、判断の実際について学ぶ。

年3回 25名

15 医療情報 医療情報システムについて理解することを目的とする 年1回 97名

16 看護部初任職員研修
看護部理念・看護者の責務・組織運営・人材育成・看護
業務について理解することを目的とする

年1回 85名

17 看護部初任職員研修（メンタルヘルス研修・中央部門研修）
自部署と関連する中央部門の役割および場を理解する。
メンタルヘルスサポ―トを実践できるための知識を得る
ことを目的とする

年1回 85名

18 新規採用者合同研修1
接遇とコミュニケーション、チーム医療とプロフェッ
ショナルリズムについて講義、演習を通して学ぶ

年1回 97名

19
新規採用者合同研修2
1年目フィジカルアセスメント研修

組織の一員として職種間連携の必要性を理解し、医療職
者として責任ある行動について学ぶ。専門職業人とし
て、根拠に基づいた予測性のある観察ができることを目
的とする

年1回 97名

20 病院初任職員研修
本院職員としての心構えと必要な知識を身につけ、医療
職員としての責任ある行動がとれることを目的とする

年1回 97名

21 新卒者看護技術研修
看護技術を安全・安楽に提供できるために、必要な基本
的態度、知識、技術を習得することを目的とする

年6回 510名

22 臨地実習担当者研修
看護学生の臨地実習について理解を深め、効果的な指導
ができることを目的とする

年1回 31名

NO
主　な　内　容

日　程 参加人数



1　医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況 別紙

研　修　名　等 目　的　等
NO

主　な　内　容
日　程 参加人数

23
看護必要度研修
新卒者看護技術研修

看護技術を安全・安楽に提供できるために、必要な基本
的態度、知識、技術を習得することを目的とする

年1回 85名

24 看護助手研修（1回目）
チーム医療のおける看護助手の役割を理解し、実践でき
ることを目的とする

年3回 122名

25 2年目研修
看護実践者として看護過程を展開する能力を高め、看護
実践の結果を記録できる

年1回 103名

26 プリセプター研修（継続）
プリセプターシップの概念を理解し、プリセプティーを
効果的に支援できることを目的とする

年1回 55名

27 看護倫理研修
チーム医療の中で、患者の権利の擁護者としての看護師
の役割を理解し、倫理的視点に基づいて看護実践を行う
能力を高めることを目的とする

年1回 43名

28 2年目多重課題研修
患者の心身の状況と業務の関連をアセスメントし優先順
位を判断できることを目的とする

年1回 103名

29 3年目研修
3年目の果たす役割を明確にし、看護に対する自己啓発
ができる

年1回 71名

30 看護とキャリア研修
チーム医療の中で看護職としてのキャリアを活かした役
割が発揮できることを目的とする

年1回 25名

31 家族看護研修
家族看護を理解し看護実践能力を向上できることとを目
的とする

年1回 33名

32 1年目多重課題研修
多重課題を抱える中で、優先順位が判断でき他者の協力
を得ながら行うべき看護業務を遂行できる

年1回 85名

33 認知症看護実践力向上研修 認知症看護実践力を高めることを目的とする 年1回 78名

34 1年目研修
看護専門職者として、自覚と責任ある行動がとれるため
の自己の課題が見いだせる

年1回 85名

35 静脈注射ｴｷｽﾊﾟｰﾄ認定研修
安全に静脈注射が実践できるよう知識、技術を獲得しス
タッフに指導ができることを目的とする

年1回 42名

36 2年目研修（継続）
看護実践者として看護過程を展開する能力を高め、看護
実践の結果を記録できることを目的とする

年1回 102名

37 新規採用者合同研修3
対象者と医療者双方が、医療の内容を理解・共有したう
えで実践するために臨床の倫理について考える

年1回 102名

38 看護研究研修
臨床における看護研究の基礎とプログラムを学ぶことを
目的とする

年1回 75名

39 3年目研修研修（継続）
3年目の果たす役割を明確にし、看護に対する自己啓発
ができることを目的とする

年1回 66名

40 職場復帰直前研修
育児休業者が最近の医療・看護の動向を理解し、実践を
学ぶことで円滑に職場復帰ができるように支援する

年1回 25名

41 プリセプター研修
プリセプターシップの概念を理解し、プリセプティーを
効果的に支援できることを目的とする

年1回 55名

42 在宅療養支援エキスパートナース養成研修
在宅療養支援のための知識とスキルを学ぶことを目的と
する

年1回 18名

43 指導看護師養成プログラム(臨地実習指導者コース） 部署内教育リーダーとして指導者育成を目的とする 年6回 11名

44 専門看護師会研修会
専門領域における知識習得と看護実践に活かすことを目
的とする

年36回 833名

45 がん看護エキスパートナース養成研修
がんの治療た病期に応じた的確なアセスメント力を身に
つけ専門的ながん看護の実践方法を取得することを目的
とする

年7回 7名



1　医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況 別紙

研　修　名　等 目　的　等
NO

主　な　内　容
日　程 参加人数

46 医療技術部研修会
1、兼業の手続きを正しく理解すること。
2、医療の国際化を意識した医療人を育成することを目
的とする。

年1回 123名

47 医療技術部研修会「各部署見学（放射線部門）」
診療放射線技師業務を他職種が理解することで、より確
実な職種間業務連携を構築することを目的とする。

年1回 118名

48 医療技術部研修会「各部署見学（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部門）」
理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の業務を他職種が
理解することで、より確実な職種間業務連携を構築する
ことを目的とする。

年1回 137名

49 モニタ説明会 医療機器の対応について理解を深める。 年4回 35名

50 人工心肺装置・補助循環装置 医療機器の対応について理解を深める。 年7回 100名

51 医療機器の研修 医療機器の対応について理解を深める。 年17回 159名

52 血液浄化装置 医療機器の対応について理解を深める。 年5回 65名

53 除細動装置(AED除く) 医療機器の対応について理解を深める。 年5回 76名

54 その他医療機器 医療機器の対応について理解を深める。 年1回 11名

55 人工呼吸器 医療機器の対応について理解を深める。 年7回 79名

56 閉鎖式保育器 医療機器の対応について理解を深める。 年4回 43名

57 車椅子移乗訓練 医療機器の対応について理解を深める。 年1回 10名

58 2017年度心臓リハビリテーション　緊急時リスクシミュレーション

心臓リハビリテーション診療に携わる医師・看護師・療
法士等を対象に毎年１回，研修を行い、患者急変時の対
応に係る基本的な知識・技術を習得・向上させることを
目的とする。

年1回 40名

59 2017年度　リハビリテーション部門合同緊急時リスクシミュレーション

リハビリテーション診療全般に携わる医師・看護師・療
法士等を対象に毎年１回，研修を行い、患者急変時の対
応に係る基本的な知識・技術を習得・向上させることを
目的とする。

年1回 40名

60 薬害HIV感染者を理解するために（HIV診療センター、リハビリ部共催）
2017年度からスタートする薬害HIV患者対象のリハビリ
健診会のため疾患に関する知識、リハ技術の習得・向上
を目的とする

年1回 30名

61 第21回HIV学習会
HIV感染症に関する基礎知識、感染対策、感染者へのケ
ア等について情報を得ることで今後の診療やケア、患者
対応に活かす。

年1回 85名

62 HIV/AIDS院内出前研修（開催場所：内科Ⅱ）
HIV感染症に関する基礎知識、感染対策、感染者へのケ
ア等について情報を得ることで今後の診療やケア、患者
対応に活かす。

年1回 27名

63 HIV/AIDS院内出前研修（開催場所：11-2病棟）
HIV感染症に関する基礎知識、感染対策、感染者へのケ
ア等について情報を得ることで今後の診療やケア、患者
対応に活かす。

年1回 14名

64 第22回HIV学習会
HIV感染症に関する基礎知識、感染対策、感染者へのケ
ア等について情報を得ることで今後の診療やケア、患者
対応に活かす。

年1回 59名

65 HIV/AIDS院内出前研修（開催場所：リハビリテーション科）
HIV感染症に関する基礎知識、感染対策、感染者へのケ
ア等について情報を得ることで今後の診療やケア、患者
対応に活かす。

年1回 22名

66 医事課職員オリエンテーション
新人医事課事務補助員(クラーク)に対して，必要な基礎
知識を付与。

年1回 20名

67 看護助手オリエンテーション
新人看護助手に対して，必要な基礎知識(実習含む)を付
与。

年1回 13名



1　医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況 別紙

研　修　名　等 目　的　等
NO

主　な　内　容
日　程 参加人数

68 平成29年度病院初任職員感染オリエンテーション 病院初任病院職員に対して，必要な基礎知識を付与。 年1回 118名

69 新規感染対策マネージャー講習会
北海道大学病院院内感染対策指針と感染対策マネー
ジャーの役割について付与する。

年2回 19名

70 院内感染対策合同講演会
1．ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄを振り返り、医療安全に関する理解を深める
2．感染制御のための対策を理解する

年4回 1616名

71 専門領域別研修会 職員に対して，必要な基礎知識を付与。 年2回 62名

72 HIV学習会
職員に対して，HIV感染症関する必要な知識の付与およ
び理解を深める。

年2回 144名

73 看護助手研修
チーム医療における看護助手の役割を理解し、実践でき
る感染について基礎知識を学び、感染予防策を実践する
救命救急処置の基本を理解。

年4回 132名

74 栄養管理部食中毒予防講習会
北大病院栄養管理部管理栄養士および業務委託業者(調
理)に対して，必要な知識の付与。

年1回 10名

75 院内感染対策講演会 職員に対して，必要な基礎知識を付与。 年2回 377名

76 検査・輸血部学習会 職員に対して，必要な基礎知識を付与。 年1回 40名

77 リハビリテーション部学習会 職員に対して，必要な基礎知識を付与。 年1回 23名

78 静脈注射エキスパートース認定研修
安全に静脈注射の実践ができるよう知識・技術を獲得
し、スタッフに指導ができる

年1回 42名

79 清掃教育研修会
感染制御部および安全衛生管理部から業務委託業者(清
掃)職員に対して，必要な知識を付与。

年2回 69名

80 院内学級(ひまわり分校)感染対策講習会
院内学級生徒および教諭等に対して，必要な基礎知識
(実習含む)を付与。

年3回 35名

81 院内学級(ひまわり分校)教員講義 院内学級教諭に対して，必要な基礎知識を付与。 年1回 5名

82
医療安全に関する講演会
（医療安全管理部）

医療安全の対応について理解を深める 年9回 1244名

83 新任リスクマネジャー集合講習会（医療安全管理部）
１．新任ﾘｽｸﾏﾈｼﾞｬｰとして役割発揮に必要な知識の修得
２．北海道大学病院の医療安全管理体制の理解

年2回 28名

84
専門領域に関する講習会
（医療安全管理部）

人工呼吸器が稼働している部署の管理水準を向上すると
共に、現場の人工呼吸器管理に関する指導的人材を育成
する。

年6回 158名

85
専門領域に関する講習会
（医療安全管理部）

医療機器の操作に関する知識や技術を習熟し、部署内で
効果的な指導ができる

年2回 39名

86
専門領域に関する講習会
（医療安全管理部）

医薬品に関する知識を習熟し、効果的な指導が展開でき
る

年2回 51名

87
専門領域に関する講習会
（医療安全管理部）

人工呼吸器使用している部署に1～2名の人工呼吸器を指
導できる人材を育成し、現場の指導機能を果たし、人工
呼吸器パトロールが有効に機能する体制を確立する

年5回 26名

88
専門領域に関する講習会
（医療安全管理部）

人工呼吸器認定者の質を保証を図る 年1回 6名

89
専門領域に関する講習会
（医療安全管理部）

一時救命処置ができる 年2回 28名

90 看護部復職前研修
育児休業者の円滑な職場復帰のために、実践に必要な知
識を得て自己のキャリア開発を推進する。

年1回 40名



1　医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況 別紙

研　修　名　等 目　的　等
NO

主　な　内　容
日　程 参加人数

91 医事課クラークオリエンテーション 必要な知識・技術を学び、実践に結び付ける。 年1回 19名

92 医事課クラーク接遇研修 必要な知識・技術を学び、実践に結び付ける。 年1回 18名

93 看護助手接遇研修
医療チームにおける看護助手の役割を理解し、接遇が実
践できる。

年1回 14名

94 初任職員オリエンテーション
新たに本院に採用される医療職員及び事務職員に対し
て、本院職員として必要な基礎知識を習得させる。

年1回 112名

95 病院清掃について 病院における清掃の意義を理解し、適切な方法を学ぶ。 年2回 69名

96 栄養管理部 大量調理施設における基本的な衛生管理について学ぶ。 年1回 100名

97 ＨＫＯ会（警察ＯＢ）勉強会 病院内における暴力の対応について理解を深める。 年1回 60名

98 メンタルヘルスについて
事務職員におけるメンタルヘルスセルフケアについて正
しい知識を習得させる。

年1回 12名

99 医療支援課　警察ＯＢへの講義
病院保安業務に携わる新任職員を対象に、病院組織に係
る基本的知識を習得させる。

年4回 8名

100 接遇（トラブル・モンスターペイシェント対策） 患者からの暴言暴力に対応できるようになる。 年1回 254名

101 接遇研修（基本コース）
北海道大学病院職員として接遇に関する知識・技術レベ
ルの向上を実現する。

年1回 91名

102 接遇研修（アドバンストコース）
研修を継続的に受講し、各診療科・部署に求められる
「接遇・コミュニケーション技術」について指導ができ
る。

年1回 24名

103 護身術実技訓練 必要な知識・技術を学び、実践に結び付けられる。 年1回 24名

104 医学部医学科社会医学実習（医療廃棄物グループ) 環境汚染対策、防疫の実際を学ぶ。 年1回 6名

105 腰痛予防対策 必要な知識・技術を学び、実践に結び付けられる。 年1回 24名

106 パワハラ・セクハラの正しい知識 パワハラとセクハラに関する正しい知識を得る。 年1回 33名

107
平成29年度第二診療室救急シミュレーション
(小児・障害者歯科）

患者急変時の対応訓練のため 年1回 20名

108
放射線障害防止のための教育訓練(春季･臨時)(歯科放射線科 / 放
射線部)

放射線同位元素等の安全な取り扱い・防護の実際を学ぶ 年1回 150名

109
放射線障害防止のための教育訓練(秋季･臨時)(歯科放射線科 / 放
射線部)

放射線同位元素等の安全な取り扱い・防護の実際を学ぶ 年1回 150名

110 平成29年度救急シミュレーション（歯科診療センター歯科麻酔科）
歯科麻酔科診療に携わる歯科医師、看護師の緊急時対応
スキル向上を目的とする。

年1回 19名



2　業務の管理に関する研修の実施状況

研　修　名 目　的　等

1
ISO15189内部監査員養成セミナー
（病理部/病理診断科、検査・輸血部

平成30年度内の認証取得に向けた職員研修として、内部
監査の概要の聴講と監査実習を行う。

年1回 30名

2 リーダー研修Ⅰ
看護チームにおけるリーダーの役割を理解しリーダー
シップを発揮できることを目的とする

年1回 45名

3 リーダー研修Ⅱ
問題解決能力を高め、チーム医療の中でリーダーシップ
を発揮できることを目的とする

年1回 27名

4 リーダー研修Ⅱ（継続）
問題解決能力を高め、チーム医療の中でリーダーシップ
を発揮できることとを目的とする

年1回 25名

5 新任副看護師長ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 副看護師長の役割が理解できることを目的とする 年1回 85名

6 看護師長研修
経営改善のために看護管理者としての役割を学ぶことを
目的とする

年1回 39名

7 看護師長研修のまとめ
経営改善のために看護管理者としての役割を学ぶことを
目的とする

年1回 39名

8 新任看護師長オリエンテーション 看護師長の役割を理解することを目的とする 年1回 3名

9 新任看護師長研修
看護師長に求められるスキルを高め看護管理者としての
役割を発揮できることを目的とする

年2回 6名

10 副看護師長研修
副看護師長に求められるスキルを高め看護管理者として
の役割を発揮できることを目的とする

年1回 76名

NO
主　な　内　容

日　程 参加人数



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ○2 ．現状  
管理責任者氏名 病院長 寳金 清博 

  管理担当者氏名 総務課長 医事課長 医療支援課長 薬剤部長 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 ・病院日誌は総務課にて保管管理。 
・診療録を病院外に持ち出す際の取
扱いについては，「北海道大学病院
における個人情報管理に関するガ
イドライン」を定め，個人が特定で
きる情報については，個人情報保護
管理区域外への一切の持出しを禁
止し，相当程度に個人の特定が困難
な情報については，保護管理者への
届出を行った上でパスワードロッ
クを用いた媒体でのみ持ち出しを
許可している。 
・カルテは電子カルテと紙カルテの
２種類を管理及び保管している。 
・平成22年に電子カルテを導入し，
それ以前の紙カルテについては，10
年間の保存期間を設けて診療録管
理室にて保管している。また，紙媒
体で生成される説明承諾書等につ
いては，スキャニングして電子カル
テに取込み，かつ，原本も保管して
いる。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 診療録管理室 
看護記録 診療録管理室 
検査所見記録 診療録管理室 
エックス線写真 診療録管理室 
紹介状 診療録管理室 
退院した患者に係る入院
期間中の診療経過の要約
及び入院診療計画書 

診療録管理室 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に

掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする
帳簿 

総務課  

高度の医療の提供の実績 医事課 
高度の医療技術の開発及
び評価の実績 

医事課 

高度の医療の研修の実績 医事課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提
供の実績 

総務課 

入院患者数、外来患者及
び調剤の数を明らかにす
る帳簿 

医事課及び薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一

項
に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のた
めの指針の整備状況 

医療支援課  
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のた
めの委員会の開催状況  

医療支援課 

医療に係る安全管理のた
めの職員研修の実施状況 

医療支援課 

医療機関内における事故
報告等の医療に係る安全
の確保を目的とした改善
のための方策の状況 

医療支援課 

 



 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医療支援課 
 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医療支援課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医療支援課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医療支援課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

医療支援課 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

医療支援課 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

医療支援課 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

医療支援課 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療支援課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医療支援課 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

医療支援課 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

医療支援課 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療支援課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医療支援課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

医療支援課 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療支援課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医療支援課 

医療安全管理部門の設置状況 医療支援課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療支援課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療支援課 

監査委員会の設置状況 医療支援課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療支援課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療支援課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療支援課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医療支援課 

職員研修の実施状況 医療支援課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療支援課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別 ○1 ．計画    ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              総務課長 阿部 康成，経営企画課長 西村 敏信 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              総務係長 伊東 武志，経営企画係長 鈴木 雅樹 

 閲覧の求めに応じる場所              総務課事務室，経営企画課事務室 

 閲覧の手続の概要 

 

利用者は必要に応じ，文書により閲覧責任者に閲覧を申し出，閲覧担当者は閲覧に応じる。 

 

 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        0 件 
  閲 覧 者 別   医        師    延        0 件 

  歯  科  医  師    延        0 件 
      国    延        0 件 
  地 方 公 共 団 体    延        0 件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況      有 

・ 指針の主な内容： 

１ 本院の医療安全管理に関する基本的な考え方 

２ 医療に係る安全管理のための委員会等に関する組織の基本的事項 

３ 医療に係る安全管理のための職員研修に関する基本的事項 

４ 医療機関における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善の 

ための方策に関する基本方針 

５ 医療事故等発生時の対応に関する基本方針 

６ 医療従事者と患者間の情報の共有に関する基本方針 

７ 患者等からの相談に関する基本方針 
８ その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 

・ 設置の有無（ 有 ） 

・ 開催状況：年１３回 

・ 活動の主な内容： 

１ 医療安全管理上の問題が発生した場合の対応並びに原因究明のための調査 

及び分析に関すること 

２ 医療安全確保を目的とした改善のための方策の立案及び実施に関すること 

３ 医療安全確保を目的とした方策の職員への周知に関すること 

４ 医療安全確保を目的とした方策の実施状況の把握及び必要に応じた方策の 

見直しに関すること 

５ 医療安全に関わる職員の教育・研修に関すること 

６ 医療事故報告等に関する改善のための方策に関すること 
７ その他医療事故等に関すること 

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況      年１３回 

 ・ 研修の内容 

１ 医療安全に関する講演会「２０１６年度のインシデントを振り返って」×３回 

２ 医療安全に関する講演会「採血・穿刺時の神経損傷予防」 

３ 医療安全に関する講演会『「群馬大学病院医療事故調査で“私”が学んだこと」-大学病院に期

待すること-』 

４ 医療安全に関する講演会「病院内の自殺事故予防と事後対応，スタッフ・ケア」 

５ 医療安全に関する講演会「インシデントレポートについて」 

６ 医療安全に関する講演会「肝炎ウイルスのリスク-HBV再活性化と肝炎陽性者アラートシステムに

ついて-」 

７ 医療安全に関する講演会『法医学からのフィードバック～医療現場における「しまった！」を減

らすために～』 

８ 医療安全の日講演会「説明と記録について～医賠責保険担当者の目から～ 」 

９ 医療安全に関する講演会「医療事故調査制度～施行後2年を経過して」 

１０ 医療安全に関する講演会「医薬品等副作用救済制度について」 

１１ 医療安全に関する講演会「平成２９年度 歯科インシデントより」 

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 

   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有 ） 

 

 



 
 
 

 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

１．報告書に伴う問題点の把握方法（各部署，安全管理部門の問題点の認識） 

インシデント報告に関する分析からフィードバックまでの対応（職員への周知と再発防止） 

１）専任リスクマネジャー（ＧＲＭ）が当該リスクマネジャー（ＲＭ）へ事実確認を行い，報告

内容の監査・分析を行い，問題事例や有害事象の場合は，当該ＲＭとの検討，患者の影響度

，患者への対応状況などを協議し対応している。 

２）レベル３ｂの有害事象の場合は，当該部署のＲＭに当該部署として検討を行った結果と再発

防止策について，事例報告書として詳細報告を要請し，事例報告書に基づき原因・起因を分

析し，病院長に報告している。 

３）レベル４，５の有害事象は，ＧＲＭが聞き取り・現場検証などの事実調査を行い，当該ＲＭ

・関係者との事象の検討，患者の影響度，患者への対応などを協議している。ＧＲＭが作成

した検証資料に基づき，病院長・医療安全管理部長・当該部署の責任者とＲＭにより原因検

討を行い，重篤な事案の場合は医療事故対策特別部会で原因検討の上，病院の見解を明確に

している。 

 

２．問題点の分析方法（各部署，安全管理部門の問題点の分析方法） 

１）必要な事例については，専門分野の医員を指名し，ＷＧ，院内医療事故検討会を設置し，原

因分析・再発防止策を作成する。 

２）医療事故等調査・分析専門委員会において，３ａ以上の報告については，月ごとにレベル・

過誤の判定と合併症の妥当性の検討を行っている。 

３）レベル３ｂ以上の報告は，毎週月曜日に報告内容を分析し，原因と患者への影響度を検討し

，医療事故報告制度への報告対象事例の判定を行っている。 

 

３．改善策の検討方法 

１）報告の全体的分析は，毎月と年間において実施し、発生レベル・報告状況・場面別に集計し

，発生場面別や職種別の発生状況について定量的分析を行い「医療安全に関する報告集計」

を作成し，各委員会に周知を図っている。また，病院運営会議においても報告し，周知を図

っている。 

２）各診療科・部署の安全管理を図るために，前年度の当該診療科・部署での報告について年間

集計し，当該診療科・部署での優先的課題を分析し，年度前半で，診療科・部署ＲＭ等で対

策を検討し，年度末に再度，今年度の当該診療科・部署での報告について集計し，優先的課

題の評価を実施し，次年度に向けて継続事項を検討している。 

３）医薬品・医療機器に関する事象については，関係専門委員会で再発防止策を検討し，システ

ム改善・教育体制などの企画を検討している。 

(注）前年度の実績を記入すること。 

  



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 

① 院内感染対策のための指針の策定状況     有 

  ・ 指針の主な内容： 

北海道大学院内感染指針は以下の項目から成っている。 

   １ 院内感染対策に関する基本的な考え方 

２ 院内感染対策に関する管理組織機構 

（１）院内感染対策委員会 

（２）院内感染対策特別部会 

（３）感染制御部 

（４）感染防止対策チーム 

（５）感染対策マネージャー連絡会議 

３ 職員研修に関する基本方針 

４ 感染症の発生状況の報告に関する基本方針 

５ アウトブレイクあるいは異常発生時の対応に関する基本方針 

６ 患者等への情報提供と説明に関する基本方針 

７ その他院内感染対策の推進のために基本方針 

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年１２回 

  ・ 活動の主な内容： 

・院内感染防止対策の検討及び推進 

・院内感染防止の対応及び原因究明 

・院内感染等の情報収集及び分析 

・院内感染防止等に関する職員の教育・研修 

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年３１回 

 ・ 研修の内容 

・医科研修医オリエンテーション：「感染対策研修」×２回 

・歯科研修医オリエンテーション：「院内感染予防対策(総論・各論)」 

・医事課事務補助員(クラーク)：「院内感染予防対策」 

・看護助手オリエンテーション：「感染管理と手洗い(演習)」 

・平成29年度病院初任職員感染オリエンテーション：「院内感染予防」 

・新規感染対策マネージャー講習会：「感染対策マネージャーの役割」×２回 

・第70回院内感染対策講演会(医療安全管理部と共催) ×３回 

    「2016年度のインシデントを振り返って」 

    「2016年度の感染症とその対策を振り返って」 

・第73回院内感染対策講演会 医療安全管理部・感染制御部合同講演会 

    「インシデントレポートについて」 

「ICTラウンドって何だろうな!?」 

・専門領域別看護師研修会①：スタンダードプリコーション」 

・専門領域別看護師研修会②：血管内留置カテーテル管理」「尿道留置カテーテル管理」 

・看護助手研修：「感染管理の基本について」×４回 

・異動後医師研修：「北大病院の感染制御」×２回 

・第72回感染対策講演会：｢抗菌薬の慣習的投与の背景と患者・医療に及ぼす負の影響について｣ 

・第74回感染対策講演会：｢感染性腸炎とインフルエンザ対策｣ 

・静脈注射エキスパートース認定研修（医療職者）：「静脈注射と感染管理」 

・職場復帰プログラム（看護師）： 

    平成30年度復帰者復帰直前講習『感染対策の実際と最新情報』 

・外注職員調理担当食中毒防止講習会：「安全と衛生」「食中毒防止のための手洗い」 



 
 
 

 
・外注職員清掃教育研修会：「病院清掃について」×２回 

・院内学級感染対策講習会：「院内感染予防」実習「手洗い」×３回 

・院内学級感染対策講習会：「感染対策の基礎知識」 

・DVD研修 

・eラーニング 

    「ノロウイルス胃腸炎対策」 

「微生物培養検査の検体採取方法」 

    「インフルエンザ」 

    「標準予防策」 

    「標準予防策その２」 

・部署内研修 

 

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 

  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有 ） 

・「感染症のアウトブレイク発生に伴う保健所への報告基準」を制定し，保健所や大学内の報告

に係る基準及び方法等について整備済みである。（平成２３年６月１７日医政指発第１号に基

づき，平成２３年８月２５日病院執行会議において承認） 

  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

・感染防止対策チームを設置して，院内感染状況，抗菌薬の適正使用，職員の感染防止策等の実

施状況の把握と指導を行っている。 

・耐性菌サーベイランス等，感染症法に基づく院内感染症発生状況の迅速な把握と対応を行って

いる。 

・感染防止対策加算１を算定する医療機関として，同じく加算１を算定する医療機関との相互評

価・加算２を算定する各連携医療機関とのカンファレンスおよび加算１の連携医療施設と加算

2の連携医療施設（各加算1連携医療施設の加算2医療連携施設を含む）合同カンファレンスの

開催等により道内の医療機関との連携を図っている。 

・平成２４年４月から，感染制御部専任の医師（医員）１名を新たに配置した。 

・感染制御部専任の事務補佐員（非常勤職員）１名を継続して配置し，平成２４年７月から，事

務職員（常勤職員）１名を配置した。 

・平成２８年１１月から，感染制御部専従の看護師１名を新たに配属した。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 

  



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 

① 医薬品安全管理責任者の配置状況     有 

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況      年１０回 

 ・ 研修の主な内容： 

１ 研修医オリエンテーション「処方全般」 

      開催回数：3回（2017年4月4日、6日、7日）、対象：医師、歯科医師 

２ 医薬品に関する講習会「インスリンに関する講習会」 

      開催回数：1回（2017年8月1日）、対象：全職種 

３ 医薬品に関する講習会「危険薬の取扱い」 

      開催回数：2回（2017年8月23日、8月30日）、対象：看護師、臨床工学士 

４ 異動後医師研修「危険性の高い薬剤の取り扱い」 

開催回数：2回（2017年6月6日、12月13日）、対象：医師 

５ 糖尿病治療薬に関する講習会        

開催回数：1回（2017年9月21日）、対象：全職種 

６ 医薬品に関する講習会「医薬品等副作用救済制度について」 

      開催回数：1回（2018年2月13日）、対象：全職種 

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 

 ・ 手順書の作成        （ 有 ） 

 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

医薬品安全使用に関する手順書 

１） 医療安全上、注意を要する薬剤リスト 

（１） 特に安全管理が必要なリスト 

（２） 配合注意・投与ルートで注意を要する注射薬 

（３） 誤認に注意が必要な薬剤 

２） 指示・伝達ルール 

（１） 指示・伝達ルール 

（２） 口頭指示は原則禁止 

３） 内服薬に関する管理基準 

（１） 内服薬管理基準 

（２） 薬剤管理指導業務手順書 

（３） 入院患者の持参薬確認業務手順書 

（４） 誤調剤に対する調剤室対応手順 

４） 注射薬に関する管理基準 

（１） 注射業務管理基準 

（２） 注射薬混合調製（ミキシング）手順書 

５） 危険性の高い薬剤に関する手順書 

（１） 危険性の高い薬剤の取扱い手順書 

（２） アナフィラキシーショックへの対応 

（３） 抗凝固・抗血小板療法施行時における出血性合併症および処置・手術時の対応 

（４） ビグアナイド系糖尿病薬服薬中のヨード造影剤使用の検査について 

６） 抗がん薬に関する手順書 

（１） 院内がん化学療法要項 

（２） がん化学療法実施運用手順書 

（３） 抗がん薬の投与に関する手順書 

（４） 抗がん薬被曝防止に関するマニュアル 



 
 
 

 
（５） 院内におけるがん化学療法の安全性に関する取り決め 

（６） 血管外漏出およびアレルギー反応発生時の対応について 

７）医療安全情報管理 

（１） 医療安全性情報管理体制 

（２） 薬剤部における医薬品情報管理マニュアル 

８）医薬品管理 

（１） 病棟における注射剤管理業務手順書 

（２） 病棟における薬剤業務基準 

（３） 麻薬管理取扱い手順書 

９）インスリン療法マニュアル 

（１） インスリン療法マニュアル 

（２） インスリンラインナップ 

（３） 各製剤の使い方 

（４） 参考資料 

 １０）医薬品の採用に関する手順書 

 １１）他施設との連携に関する手順書 

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 

  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有 ） 

 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例 

１）１％パテントブルー注：悪性黒色腫におけるセンチネルリンパ節生検および、リンパ管静脈吻

合術でのリンパ管・リンパ節の同定 

２）I-131 MIBG注射液：神経内分泌腫瘍の治療（治験対象外となる患者） 

 

  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

・医薬品の情報管理体制として、薬剤部における医薬品情報管理手順を作成し、それに基づき、日

本医療機能評価機構からの医療安全情報は「医療安全情報」として、医薬品医療機器総合機構（

PMDA）からの医療安全情報は「PMDA医療安全情報」「緊急安全性情報」「安全性速報」「PMDAか

ら医薬品適正使用のお願い」としてメールにより診療科・部門に提供している。また、関係機関

からの医薬品に関する情報、新聞報道からの事故情報などは「緊急情報提供と点検のお願い」に

て情報提供とともに現場での業務点検を依頼している。 

・医薬品に関するインシデント集計・分析結果により、専門委員会やワーキング等で医薬品に関す

るインシデント防止対策や講習会内容の検討を行っている。 

 ・未承認薬に関して、未承認新規医薬品等管理部」を設け、当院で使用したことのない医薬品また

は高度管理医療機器であって「医薬品医療機器法」による承認または認証を受けていないものの

提供に関する申請の受理および提供の可否について審査する体制としている。 

 ・適応外使用に関しては、従来から薬剤部においては調剤時に確認・記録を実施している。また、

医薬品適応外使用（禁忌含む）の把握と申請の徹底を図るため、ならびに医薬品適正使用に関す

るワーキンググループが適応外使用等の申請窓口となり、その申請状況を医薬品安全管理体制専

門委員会に諮ることとなっている。また、薬剤部においては適応外ならびに禁忌薬使用状況を疑

義照会履歴等で定期的に同委員会に報告し、問題がある場合は適宜、委員会から指導を行う体制

としている。 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 

 

① 医療機器安全管理責任者の配置状況    有 

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況      年６７回 

 ・ 研修の主な内容： 

１ 人工心肺装置・大動脈内バルーンポンプ装置・経皮的心肺補助装置 

計8回実施（2017/4/10，4/19，6/19，7/3，7/10，7/19，7/20，7/31） 

２ 人工呼吸装置 

計9回実施（2017/7/11，8/21，8/26，8/27，9/14，12/14，2018/3/14，3/20，3/26） 

３ 人工呼吸器安全管理講習会 

   計6回実施（院内ワーキング認定試験の講習として基礎課程3回を2クール） 

４ 血液浄化装置 

計5回実施（2017/6/9，6/12，7/27，9/21，12/21） 

５ 除細動器・自動体外式除細動器(AED) 

計5回実施（2017/6/15，8/29，11/8，11/9，2018/2/1） 

６ 閉鎖式保育器 

計4回実施（2017/9/11，11/27，11/30，2018/2/8） 

７ 輸液ポンプ・シリンジポンプ 

   計2回実施（2017/6/1，6/8） 

８ その他の医療機器 

計23回実施（2017/4/10，4/24，5/1，5/8，5/9，5/10，5/11，5/12，5/15，5/22，6/5，7/10

，10/4，11/20，11/29，12/4，12/7，12/18，12/25，2018/1/15，1/22，2/5，2/19） 

（1-8の研修で延べ人数587人の参加） 

９  診療用高エネルギー放射線発生装置 

計2回実施(2017/11/27,2018/2/28) 

１０ 診療用放射線照射装置 

    計2回実施（2017/8/21,10/5） 

１１  陽子線治療装置 

計1回実施（2017/12/4） 

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 

 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有 ） 

 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

電子カルテ内のアプリケーション「ME管理」や「医療機器管理」等を活用し、機種ごとに保守点検計

画を策定し、実施及び、実施の確認をしている。 

【中央管理機器】 

ＭＥ機器管理センターにおける、①使用後の医療機器の清拭と消毒，終業点検を実施、②定期点検は

添付文書の記載に基づき計画的（1〜１２ヶ月）に実施、③故障や不具合発生時は故障点検および修

理を行い、必要に応じて現場の使用方法を調査する。院内で対応不能な故障はメーカーに依頼する。 

【放射線部管理機器】 

放射線治療機器における、①始業点検、②２回/月以上の出力線量測定、③３ヶ月及び６ヶ月毎に放

射線特性及び幾何学的点検、④漏洩線量等の放射線管理に関する測定を実施している。 

他に製造メーカーと保守契約を結び年間4回の定期メンテナンスを実施している。 

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 

  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有 ） 

 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例：該当なし 



 
 
 

 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

医療機器の情報管理組織として医療機器安全管理責任者を委員長とした医療機器安全管理体制専門

委員会を設置・開催し、医療機器の保守管理状況の集約と、適応外使用等を把握している。 

関係機関やメーカーからの医療機器に関する情報、事故情報などは「緊急情報提供と点検のお願い」

等にて各部署に情報提供する。 

医療安全管理部から日本医療機能評価機構の医療安全情報を各診療科・中央診療部門のリスクマネー

ジャーに電子メールで配信している。 

ＭＥ機器管理センターからＭＥセンターニュースとして医療機器の特性や情報を全診療科，全病棟，

外来，中央管理部門に対し二ヶ月に一度、定期配布している。 

汎用性のある医療機器のマニュアルを電子カルテ上に表示し、添付文書と取り扱い説明書については

電子カルテからアクセスできるようシステムを作成している。 

危険性の高い人工呼吸器と人工心肺装置はeラーニングシステムを構築し活用している。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号に掲げる事項の実施状況 

 

① 医療安全管理責任者の配置状況      有 

・責任者の資格（医師・歯科医師） 

・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医

療機器安全管理責任者の統括状況 

 

 医療安全管理責任者として，病院長補佐（医療安全担当）（医師）を配置し，医療安全管理部門，

医療安全管理委員会，医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を統括している。 

 

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況  有（ ３名） 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

薬剤部において，医薬品情報の整理，周知及び周知状況の確認の徹底並びに適応外，禁忌等の処方

に係る確認等については，薬剤師を指名して同様の業務を実施している。 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

薬剤部において，医薬品情報の整理，周知及び周知状況の確認の徹底並びに適応外，禁忌等の処方

に係る確認等については，薬剤師を指名して同様の業務を実施している。 

 

・担当者の指名の有無（有） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師（室長））  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：インフォームド・コンセントについては，院内マニュアルに沿って実施し，診療録管理室が現状の 

 モニタリングを行い，指導等を行っている。また，説明する機会も増えていることから，関連部門

（各診療科・看護部）・医療安全管理部と協議してマニュアルの改正等（要項を含む）があれば，職 

 員に周知する。 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

 診療録の記載内容の確認について，毎年，各部署の診療録点検を実施し指導している。 

また，点検結果をリスクマネジャー連絡会議において報告し，各部署へ周知し，適切に診療録等の

管理が行われるようにしている。 
⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有 

・所属職員：専従（６）名、専任（ ）名、兼任（５）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（２）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（１）名 

 うち看護師：専従（２）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

１ 医療事故及びインシデント（以下「医療事故等」という。）報告の受理及び分析に関すること。 



 
 
 

 
２ 医療安全管理委員会の運営並びにその記録等の作成及び保存，その他医療安全管理委員会の庶務

に関すること。 

３ リスクマネジャー連絡会議の運営並びにその記録等の作成及び保存，その他リスクマネジャー連

絡会議の庶務に関すること。 

４ 医療安全に関する教育及び研修に関すること。 

５ 医療現場からの医療事故等の相談に関すること。 

６ 医療事故等に関する診療録や看護記録等への記載内容の確認及び指導に関すること。 

７ 医療事故等の発生時における患者又はその家族への対応状況の確認及び必要な指導に関するこ

と。 

８ 医療事故等に対する原因究明の実施状況確認及び必要な指導に関すること。 

９ 医療安全に係る連絡調整に関すること。 

１０ 医療安全の確保に資する診療の状況の把握に関すること。 

１１ 職員の医療安全に関する意識の向上の状況の確認に関すること。 

１２ その他医療安全対策の推進に関すること。 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に

係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 

※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識につ

いての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（５件）、及び許可件数（３件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有 ） 

・活動の主な内容： 

１ 高難度新規医療技術の提供に関する実施申請の受理及び提供の可否について審査すること。 

２ 高難度新規医療技術の実施における手順等の遵守状況の確認に関すること。 

３ その他高難度新規医療技術に関すること。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有 ） 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（２件）、及び許可件数（２件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無

（ 有 ） 

・活動の主な内容： 

１ 未承認新規医薬品等の提供に関する申請の受理及び提供の可否について審査すること。 

２ 未承認新規医薬品等の提供に関する実施状況の確認に関すること。 

３ その他未承認新規医薬品等に関すること。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年２１７件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及び

発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年８１件 

 



 
 
 

 
・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

１ 医療安全管理上の問題が発生した場合の対応並びに原因究明のための調査及び分析に関すること  

２ 医療安全確保を目的とした改善のための方策の立案及び実施に関すること 

３ 医療安全確保を目的とした方策の職員への周知に関すること 

４ 医療安全確保を目的とした方策の実施状況の把握及び必要に応じた方策の見直しに関すること 

５ 医療安全に関わる職員の教育・研修に関すること 

６ 医療事故報告等に関する改善のための方策に関すること 

７ その他医療事故等に関すること 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：熊本大学医学部附属病院）） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：福井大学医学部附属病院）） 

・技術的助言の実施状況 

１ 画像診断レポート等の確認に関する安全対策 

・積極的に「確認漏れ」を予防するための独自システムを構築している。 

・「通知医の追加」ができるシステムを十分に活用することが望ましい。特に研修医師に周知をする

ための教育体制の整備が望まれる。 

・今後更に，能動的に「確認漏れ」を調べるシステムの構築をされる予定であり，利用することが望

ましい。 

２ 医薬品安全使用 ①適応外使用②未承認新規 

・組織・体制が整備されている。 

・適応外，未承認等の医薬品についての情報収集は行われているが，患者への説明（ＩＣ等）が適切

にされているかまでの確認については今後の課題。 

・兼任で活動している職員が多いため，責任の所在が明白でないことが不安と感じた。専任で活動で

きる体制整備が望まれる。 

３ 高難度新規医療技術部門 

・組織・体制が整備され，診療科からの申請もあり，承認の有無も審議され，サイクルが回っている

ことがわかる。 

・有害事象が発生した場合に速やかに報告され，再審議できるシステムが構築され，実際に機能して

いる。 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

患者相談室を設置し，医療支援課が対応している。医療支援課長が室長となり，業務を総括している。

窓口の周知方法は，外来ホールにポスターを掲示し周知している。なお，医療安全に係る情報は，Ｇ

ＲＭに連絡し，調査を行う。また，医療支援課と患者相談窓口・医療安全管理部合同会議を月１回開

催し，情報を共有している。 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

１ 医療安全に関する講演会「２０１６年度のインシデントを振り返って」×３回 

２ 医療安全に関する講演会「採血・穿刺時の神経損傷予防」 

３ 医療安全に関する講演会『「群馬大学病院医療事故調査で“私”が学んだこと」-大学病院に期待

すること-』 

４ 医療安全に関する講演会「病院内の自殺事故予防と事後対応，スタッフ・ケア」 

５ 医療安全に関する講演会「インシデントレポートについて」 

６ 医療安全に関する講演会「肝炎ウイルスのリスク-HBV再活性化と肝炎陽性者アラートシステムに

ついて-」 

７ 医療安全に関する講演会『法医学からのフィードバック～医療現場における「しまった！」を減

らすために～』 



 
 
 

 
８ 医療安全の日講演会「説明と記録について～医賠責保険担当者の目から～ 」 

９ 医療安全に関する講演会「医療事故調査制度～施行後2年を経過して」 

１０ 医療安全に関する講演会「医薬品等副作用救済制度について」 

１１ 医療安全に関する講演会「平成２９年度 歯科インシデントより」 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

医療安全管理責任者，医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者：平成２９年度受講済 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

 

 

 



 
 
 

 
規則第７条の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 

管理者に必要な資質及び能力に関する基準   
     

 ・ 基準の主な内容 

病院長候補者の選考は，医療法第10条に規定する者であって，人格が高潔で，学識に優れ，かつ，組

織管理能力等の病院を管理する上で必要な資質及び能力並びに医療の安全の確保のために必要な資

質及び能力を有するもの。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 
本学ホームページで公表。 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の

関係 

笠原 正典 北海道大学理事 ○ 総長が指名する理事 有・無 

吉岡 充弘 北海道大学大学院

医学研究院 

 医学研究院長 有・無 

八若 保孝 北海道大学大学院

歯学研究院 

 歯学研究院長 有・無 

寳金 清博 北海道大学病院  病院長 有・無 

篠原 信雄 北海道大学大学院

医学研究院 

 医学研究院教授会が推薦する教授 有・無 

畠山 鎮次 北海道大学大学院

医学研究院 

 医学研究院教授会が推薦する教授 有・無 

鄭 漢忠 北海道大学大学院

歯学研究院 

 歯学研究院教授会が推薦する教授 有・無 

佐藤 ひとみ 北海道大学病院看

護部長 

 病院執行会議が推薦する職員 有・無 

保科 豊次 北海道大学病院事

務部長 

 病院執行会議が推薦する職員 有・無 

中村 隆 札幌総合法律事務

所 

 学外有識者（弁護士） 有・無 

松村 明 筑波大学医学医療

系脳神経外科学 

 学外有識者（元他大学病院長） 有・無 

大島 寿美子 北星学園大学  学外有識者（私大教授） 有・無 



 
 
 

 
 

規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の
設置及び運営状況 

 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有 
  

・合議体の主要な審議内容 

１ 医療安全管理上の問題が発生した場合の対応並びに原因究明のための調査及び分析に関すること。 

２ 医療安全確保を目的とした改善のための方策の立案及び実施に関すること。 

３ 医療安全確保を目的とした方策の職員への周知に関すること。 

４ 医療安全確保を目的とした方策の実施状況の把握及び必要に応じた方策の見直しに関すること。 

５ 医療安全に関わる職員の教育・研修に関すること。 

６ 医療事故報告等に関する改善のための方策に関すること。 

７ その他医療事故等に関すること。 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

１ 病院執行会議 

２ リスクマネジャー連絡会議 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 無 ） 

・公表の方法 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 無 ） 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

寳金 清博 〇 医師 病院長 

秋田 弘俊  医師 副病院長 

北川 善政  歯科医師 副病院長 

南須原 康行  医師 医療安全管理責任者／医療安全

管理部長 

根岸 淳  歯科医師 医療安全管理部副部長 

岡林 靖子  看護師 ゼネラルリスクマネジャー 

本田 秀子  看護師 ゼネラルリスクマネジャー 

沖 洋充  薬剤師 ゼネラルリスクマネジャー 

石田 晋  医師 手術部長 

武冨 紹信  医師 物流管理センター部長 

遠藤 晃   医療情報企画部長 

本間 明宏  医師 ＭＥ機器管理センター部長 

井関 健   薬剤部長／未承認新規医薬品等

管理部長 



 
 
 

 
佐藤 ひとみ  看護師 看護部長 

澁谷 斉  臨床検査技師 医療技術部長 

石黒 信久  医師 感染制御部長 

篠原 信雄  医師 高難度新規医療技術管理部長 

佐藤 典宏  医師 臨床研究開発センター長 

平野 聡  医師 臨床研修センター長 

保科 豊次  事務 事務部長 

坂本 直哉  医師 消化器内科教授 

豊嶋 崇徳  医師 血液内科教授 

八若 保孝  歯科医師 小児・障害者歯科教授 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 

 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限    

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 
 
 ・ 規程の主な内容 
    病院長は，副病院長を総長へ推薦，病院長補佐を指名，診療科長，中央診療施設等の長を命ずる

権限を有している。 
    病院執行会議，病院経営委員会，病院教員人事委員会等病院の管理運営・経営・人事に係る重要

な会議において議長となり議決している。 
 
 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

副病院長（医科担当）は，医科診療科の総括及び他部署との連絡調整を行い，副病院長（歯科担
当）は，歯科診療科の総括及び他部署との連絡調整を行い，副病院長（業務運営担当）は，中央診
療施設等及び医療技術部の総括並びに他部署との連絡調整を行っている。 

 
また，病院長補佐（総務担当，手術部・地域医療担当，教育担当，歯科担当，国際担当，研究担

当，医療安全担当，病院経営担当，看護部担当，経営戦略担当，経営・事務担当）は，病院長が特
に命じた事項について，企画及び立案並びに病院に各部署間の連絡調整を行っている。 

 
 
 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

本院職員のうち，長年職務に精通し，経験豊富な者から人選する。研修は今後実施予定。 
 
 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有 

・監査委員会の開催状況：年２回 

・活動の主な内容： 

１ 北海道大学病院の医療に係る安全管理の業務執行の状況について，北海道大学病院長等から報告

を求め，又は必要に応じて確認を実施すること。 

２ 病院の医療に係る安全管理について，北海道大学総長及び病院長に報告し，必要に応じて是正措

置を講じるよう意見を述べること。 

３ 前２号に掲げる業務について，その結果を公表すること。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有 ） 

・公表の方法：北海道大学ホームページ 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

大島寿美子 北星学園大学  医師・患者関係に精通 無 ２ 

加藤紘之 斗南病院  医療安全に精通 無 １ 

中村 隆 札幌総合法律事務

所 

〇 法律に精通 無 １ 

橋本暁佳 札幌医科大学  医療安全に精通 無 １ 

生駒一憲 北海道大学病院  医療を提供する者 有 ３ 

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 

既存の大学規程や内部規程で対応。 

 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 

病院の管理運営に関する状況を点検する会議体を設置，委員については選考中。 

 
 
 
 
 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年 回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：北海道大学病院管理運営協議会 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

選考中 （医療に係る識見を有する者）  有・無 

選考中 （法律に関する識見を有する者）  有・無 

選考中 （病院の管理及び運営に関する識見を有する者）  有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有 ） 

・通報件数（年１６件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有 ） 

・周知の方法 

リスクマネジャー連絡会議 

医療安全管理委員会 

研修会等 

 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価  

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 ○有・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

  日本医療機能評価機構、平成26年１月 

 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信  

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 ○有・無 

  ・情報発信の方法、内容等の概要 

広報誌及びウェブサイトにて、本院の理念と目標、地域の中核としての役割、先進的な医療 

に関する情報提供などを行っている。 

  また、市民公開講座を主催し、地域社会へ医療に関する最新情報の提供を行っている。 

 

 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制  

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 ○有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

診療科間の連携についてのルールが整備されており、他診療科への受診依頼、依頼先におい

ての検査結果等の患者情報が電子カルテを通して共有されている。患者の情報が不足している

場合は補足説明を電話で直接行う等により緊密かつ緊急に連携できる体制を整えている。 

 

 

 

 


